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豊前街道沿いを人力車で「お練り」

１
月
の
広
報

　将来は保育師になりたいです。今は児童
会や学校の勉強をがんばっています。

永田　舞
ま い か

華さん
内田小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

山鹿温泉元湯 さくら湯
　江戸時代に、肥後細川藩の御茶屋として歴史を刻
み始め、明治 3年から 5年にかけて行われた大改
修で「市民温泉」として生まれ変わり、明治31年
に「道後温泉」の棟梁・坂本又八郎氏を招いて改修
が行われた際、北側に唐

か ら は ふ

破風を備えた玄関が設けら
れました。
　しかし、昭和33年の改修で、浴室は明治以来の
雰囲気を喪失し、同48年には再開発ビル (温泉プ
ラザ山鹿 )建設のために解体され、同50年にビル
の１階に新たな「さくら湯」が開業しました。
　その後、約40年が経過しビルの老朽化が進んだ
ことをきっかけに、市民に親しまれ、現在も記憶
に残る往年のさくら湯を再生したいとの思いに応
えて、はさくら湯再生事業に取り組み、平成24年
11月に日本の伝統工法により明治期の雰囲気をも
つ木造温泉としてよみがえりました。

今月の表紙

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電
話やパソコンに電子メールで配信中です。携帯電話やパソ
コンから ymg-c@ansin-anzen.jp へ空メールを送ってくだ
さい。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。

問情報企画課　☎ 43 ‐ 7557

目次
3 祝　さくら湯開湯
4 新年のごあいさつ
6 街角ぐるっとナビ
8 熊本県市町村広報担当者による飲酒運転根絶特集
「その手で守れる笑顔があります」

10 山鹿市長選挙・山鹿市議会議員一般選挙
11 山鹿市ふるさと応援寄附金
12 廃棄物処理（ごみ焼却）施設建設候補地について

平成 25年 4月からの家庭ごみの出し方について
14 みんなの広場

出会いの輪 /今月の街角ギャラリー
16 市民文芸
17 新着図書ピックアップ

熊本県男女共同参画推進事業者表彰
『やまが肝いりどん』通信

18 ふるさと歴史探訪　連載第 87回
消費生活相談

19 環境だより
ファイヤーマン vol.229

20 わくわくネット
霊泉幼稚園・三岳保育園・千田小学校・鶴城中学校

22 みんなの健康手帳
山鹿市民医療センター通信

24 人の動き
25 案内板
31 オムロンハンドボール部

休日当番医・当番薬局
32 山鹿市教育委員会広報　ゆめーる　第 20号
36 すくすく倶楽部

山鹿ブランド



3　2013.1.1　広報やまが

祝　さくら湯開湯

　明治以来の往年の姿でよみがえった「さくら湯」の落成式が 11 月 22 日に行われ、一口湯主など関係者約 300 人
が参加し湯のまち山鹿のシンボル「さくら湯」の完成を祝いました。
　また、23 日には中嶋憲正市長と数学者の秋山仁さん、女優の由美かおるさんが人力車に乗って、八千代座から下
町までの豊前街道沿いでお練りが行われました。10 時からテープカットが行われ「さくら湯」が開湯（オープン）し、
この日を待ちわびた人たちでにぎわいました。
　一帯では、餅の振る舞いや多くのイベントが行われ、「さくら湯」の開湯（オープン）を盛り上げました。

落成式で祝辞を述べる中嶋憲正市長落成式に参加した一口湯主の皆さん芳名版をながめる一口湯主の皆さん

豊前街道沿いを人力車で「お練り」池の間の庭園でお茶のおもてなしさくら湯オープンのテープカット

オープンを祝い子どもたちが八千代座で灯籠踊り

さくら湯オープンを記念
してみんなで万歳
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新年のご  あいさつ
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
月
、
新
し
い
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
は
や
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
今
日
、
震
災
復
興
の
加
速
、
経
済
対
策
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
含
め
た
外
交
・
安
全
保
障

な
ど
の
重
要
課
題
に
対
す
る
政
策
を
、
我
々
国

民
に
分
か
り
や
す
く
示
し
な
が
ら
実
行
い
た
だ

き
、
日
本
再
生
に
向
け
た
力
強
い
前
進
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
人
選
手
が
史
上
最
多
と

な
る
38
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
目
覚

し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
京

都
大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
、

画
期
的
な
万
能
細
胞
の
一
つ
と
し
て
世
界
中
の

注
目
を
集
め
、
難
病
に
苦
し
む
方
々
に
勇
気
を

与
え
ま
し
た
。

　

一
方
、
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
は
、「
こ
れ

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
」

と
気
象
庁
が
表
現
し
た
ほ
ど
で
、
本
市
を
含
め

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
普
段
か
ら

の
備
え
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
い
じ
め
問
題
な
ど
国
を
あ
げ
て
取

り
組
む
べ
き
深
刻
な
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
市
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
さ
く
ら
湯
が
往
時

の
木
造
の
姿
で
再
生
い
た
し
ま
し
た
。
八
千
代
座

と
並
ぶ
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
皆
様
に
末
永

く
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
統

合
し
ま
す
鹿
北
小
学
校
と
山
鹿
小
学
校
の
建
設

も
進
み
、
４
月
に
は
開
校
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
の
建
設
に
も
着
手
し
、
平
成

27
年
９
月
に
は
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。
市
内
全
域
に
お
け
る
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
基
盤
整
備
に
も
平
成
26
年
度
の
完
成
に
向
け

着
手
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
可
燃
ご
み
の
処
理
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
鹿
央
町
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
関
係
地
区

の
皆
様
方
に
大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
新
た
な
焼
却
施
設
の
建
設
地

の
絞
り
込
み
を
進
め
て
お
り
、
新
施
設
で
の
平

成
31
年
４
月
の
稼
働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
最
近
一
番
う
れ
し
く
感
じ
る
の
は
、
本

市
を
訪
れ
る
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
「
子
ど
も

た
ち
の
す
ば
ら
し
い
挨
拶
」
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
市
民
み
ん
な
の
誇
り
で
あ
り
、
宝
で
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
へ
の
愛
着
と

誇
り
を
持
ち
、
や
が
て
は
、
地
域
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、「
人
輝
く
温
も
り
の
都ま

ち市

や
ま
が
」
の
実
現
に
向
け
計
画
的
か
つ
着
実
に

歩
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
光
り
輝
く

一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

山鹿市長

中嶋　憲正
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
、
そ
し
て

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
の
行
く
末
を
左
右
す
る
衆
議
院
の
解

散
・
総
選
挙
で
暮
れ
た
昨
年
、
国
中
を
最
も
熱

く
し
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
魅

せ
た
、
あ
の
日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
で
し
た
。
特

に
、
鹿
本
高
校
出
身
の
江え

り

ぐ

ち

ま

さ

し

里
口
匡
史
選
手
が
世

界
の
強
豪
を
相
手
に
大
観
衆
の
中
を
駆
け
抜
け

た
雄
姿
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
と
誇
り
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
県
内

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
25
人
も
の
尊
い

命
を
奪
っ
た「
７
・
12
豪
雨
災
害
」の
凄
ま
じ
さ

で
あ
り
ま
す
。
近
年
の
異
常
気
象
を
考
え
た
と

き
に
、
同
じ
よ
う
な
大
規
模
災
害
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
想
が
で
き
ず
、
改
め
て

日
頃
か
ら
の
防
災
に
対
す
る
備
え
の
大
切
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
、
今
年
は
市
議
会
に
と

り
ま
し
て
も
改
選
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
４
年

間
を
顧
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
市
議
会
の
動
き
で

は
、
議
員
定
数
を
現
行
の
30
人
を
20
人
に
減
員

す
る
な
ど
、
市
議
会
と
し
て
自
発
的
な
改
革
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大

き
な
成
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
政
全
般
で
は
、
資
源
循
環
型
社
会

の
構
築
、
中
山
間
地
域
や
商
店
街
の
活
性
化
対

策
な
ど
、
引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
課
題
も

残
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
温
泉
プ
ラ
ザ
」
の
建

替
え
を
は
じ
め
、「
さ
く
ら
湯
」
の
再
生
や
「
市

庁
舎
」
建
設
工
事
へ
の
着
工
な
ど
、
新
市
の
根

幹
を
な
す
事
業
が
堅
実
に
推
し
進
め
ら
れ
た
大

事
な
４
年
間
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
４
月
に
は
、
山
鹿
・
川
辺
小

を
統
合
し
た
「
山
鹿
小
学
校
」
と
、
鹿
北
地
区

３
小
の
統
合
校
で
あ
る
「
鹿
北
小
学
校
」
が
開

校
を
迎
え
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
る
と
同

時
に
、
執
行
機
関
と
市
議
会
と
が
、
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
努
力
を
重
ね
て
き
た
結
果
で

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
４
年
間
、
議
長
の
職
責
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、議
長
と
し
て
、

老
人
会
や
婦
人
会
、
地
域
福
祉
や
農
林
商
工
業

分
野
な
ど
、
多
く
の
機
関
・
団
体
で
開
催
さ
れ

ま
す
懇
談
会
な
ど
に
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、
広

く
市
民
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を
、
じ
か
に

伺
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
時
に
は
、
お

叱
り
や
ご
批
判
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
ひ
と
え
に
、
市
議
会
に
対
す
る
叱
咤
激
励
で

あ
り
、
私
の
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

今
年
は
新
た
な
出
発
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
の
一
年
、
私
ど
も
の
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
す
ば
ら
し
い
も

の
と
な
り
ま
す
よ
う
、祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のご  あいさつ

山鹿市議会議長

横手　啓介
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街角ぐるっとナビ 身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

地域全体で支える仕組みづくり
…災害時要援護者避難訓練　　　　　　　  11月21日
　11月21日に、川辺校区（松本忠雄校区長）と特別養護老
人ホームチブサン荘（三森史朗理事長）が、地震や風水害な
どが発生し、日常生活に支障が出た場合などに、地域と地域
にある施設などが互いに協力し合う「地域防災の相互支援
に関する協定」を結び、地域住民や地元消防団、チブサン荘
の職員などが合同で地域の要援護者避難訓練を行いました。
　要援護者は、災害発生時に１人で避難することが難しいた
め、訓練では地域住民の協力で、車いすなどを使ってチブサ
ン荘へ避難しました。また、消火器を使った消火訓練や、非常
食の試食会も行われ、参加者は「安心して暮らすためには、
地域みんなで協力していくことが大切ですね」と話しました。

要援護者の避難を支援する地域住民や関係者

楽しかった異文化交流 !!
…オーストラリア・クーマ市派遣事業　　11月3日〜10日

モナロ高校の生徒と交流を深めました

モナロ高 校 の
音楽クラブによ
る歓迎演奏会

　オーストラリア・クーマ市と山鹿市の友好交流は、昭
和 50 年に旧鹿本町の姉妹都市締結に始まり、平成 12
年からは１年おきに相互訪問を行っています。
　今年は、11 月３日から 10 日まで、市内中学生 16 人（男
子６人、女子 10 人）が参加し、クーマ市でホームステ
イをしながら交流を深めました。
　現地では、市内のモナロ高校を訪問して高校生と交流
をしたり、キャンベラの戦争記念館で戦争の歴史を学ん
だりしました。
　ホストファミリーが温かく迎えてくれたおかげで、

オーストラリアと日本の文化の違いや雄大な自然を満喫
しながら、充実した毎日を過ごすことができました。
　初めての海外に戸惑う事もありましたが、言葉や文化
を超えた交流は貴重な体験となり、生涯忘れることので
きない思い出となったことでしょう。
　なお来年
は、クーマ
市の高校生
たちが山鹿
市を訪問す
る予定です。

さくら湯開湯を記念して山鹿灯籠を寄贈
…藤田観光株式会社（東京都）へ  　　  　　11月８日
　11月8日に東京ドームホテルで、東京熊本県人会総会が開
かれ、その中で山鹿灯籠の寄贈式を行い、約600 人の在京
熊本県人が集まる中、池田永実山鹿市副市長がさくら湯の
開湯を紹介しました。その後、椿山荘・フォーシーズンズホテル
椿山荘などを運営する藤田観光株式会社の森本昌憲会長、
末澤和政社長に、山鹿灯籠の寄贈を行いました。
　末澤社長は「この貴重な伝統工芸品を、当社でも展示し
て熊本県や山鹿市の振興につなげることができたら」と挨拶
されました。
　寄贈した山鹿灯籠は、平成25年1月1日㈫からホテル椿山
荘（東京都）で展示される予定です。

左から森本会長、末澤社長、池田副市長
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

　昨年開催されたねんりんピックを記念して「ね
んりんピック開催記念太極拳市民交流会」を開
催しました。より多くの人に、太極拳にふれて
もらうことを目的とした交流会に約 150 人が参
加し、太極拳入門教室や昨年のねんりんピック
宮城・仙台大会の熊本県代表チームによる演武
披露などが行われました。
　やまが太極拳愛好会（田中美知子会長）の熱
心な指導のもと、太極拳独特のゆっくりとした
動作に苦労しながらも、参加者は太極拳を楽し
みました。

太極拳の動作に挑戦する参加者

太極拳で健康な生活を送ろう
…菊鹿グリーンパルス　 　　　　 11 月 25 日

　日本郵便株式会社近畿支店が、日本古来の通
信手段の郵便切手を使う手紙を通じて、多くの
人に「忠臣蔵」を知ってほしいとの思いから、「忠
臣蔵　歌川國芳の描画」フレーム切手を作成し
ました。
　山鹿市は赤穂市と姉妹都市でもあり、忠臣蔵
ゆかりの地でもあるため、地域の歴史財産の忠
臣蔵を通して、地域と共に歩む郵便局として、
山鹿市内の郵便局でも販売したいとの思いから、
市内 17 郵便局で 100 シート限定で販売していま
す。販売を記念して山鹿市に寄贈しました。

「忠臣蔵」フレーム切手を受け取る中嶋憲正市長（左）と赤木
俊明岳間郵便局長（中央）、中川忠介南島郵便局長

忠臣蔵フレーム切手を限定販売
…山鹿市内 17 郵便局で販売　  　 11 月 22 日

公益財団法人国際ソロプチミスト日本財団「学生ボランティア賞」受賞
…鹿本農業高等学校郷土芸能伝承部　　　　　　　　　12 月 10 日
　鹿本農業高等学校
郷土芸能伝承部（有
働なぎさ部長）は、創
部以来 25 年間ボラン
ティアで、イベントや施
設などで灯籠踊りを披
露しています。その活
動が認められ、全国か
ら推薦を受けた約 400
団体の中から選ばれて
の受賞となりました。

災害時に地域で支える仕組みづくり
…災害発生時の福祉避難所設置運営に関する協定締結　12 月 19 日
　災害発生時に１人で
避難することが難しい
要援護者の避難援護や
受け入れができる体制
がある市内の８社会福
祉法人施設を市が福祉
避難所として指定し、設
置運営に関する協定を
締結しました。福祉避難
所には、車いすやオムツ
などを常備しています。

子どもたちの健やかな成長を願って
…布草履 500 足を贈呈　　　　　　　　　　　　　　  12 月 19 日

　古家隆
たかひろ

弘・征
せ い こ

子さん
夫妻（鹿校通）が、「山
鹿で生まれた子どもた
ちが、健やかに成長して
欲しい」との願いを込め
て、布草履500 足を中
嶋憲正市長に手渡しま
した。いただいた布草
履は乳児健診のときに
夫妻の気持ちを伝えな
がら手渡しています。

鹿北の一大イベントで大盛り上がり
…第 33 回かほくまつり　　　　　　　　  11 月 17 日・18 日

　鹿北の一大イベント
「かほくまつり」が鹿
北グラウンド一帯で開
催され、多くの人でに
ぎわいました。メインイ
ベントの「丸太トライア
スロン」は、丸太引き、
丸太切りなどで 20チー
ムが熱戦を繰り広げ、
山鹿消防署チームが優
勝しました。
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後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転

　
平
成
18
年
、
福
岡
市
で
幼
児
３

人
が
死
亡
す
る
飲
酒
運
転
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
悲
惨
な
事

故
は
社
会
問
題
と
な
り
、
翌
年
に

は
法
律
が
改
正
さ
れ
飲
酒
運
転
に

対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
や
検
挙
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
熊
本
県
警
に
よ
る
と
、
県
内
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
平

成
19
年
に
大
幅
に
減
少
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
飲
酒

運
転
は
依
然
と
し
て
な
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
主
な
要
因
に
は
、
自
分
が

事
故
を
起
こ
す
は
ず
が
な
い
と
い

う
「
ひ
と
ご
と
感
覚
」、
少
し
し

か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
と
い
う

「
自
覚
の
欠
如
」、
飲
ん
で
数
時
間

た
っ
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
「
ア

ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
影
響
に
対
す

る
理
解
不
足
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た

め
に
は
こ
れ
ら
の
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
最
近
で
は
、
翌
朝
の
二
日
酔
い

運
転
に
よ
る
検
挙
も
増
え
て
い
ま

す
。「
一
度
寝
た
か
ら
大
丈
夫
」

は
、
本
当
は
大
丈
夫
で
は
な
い
の

で
す
。

自
覚
と
周
囲
の
フ
ォ
ロ
ー
が
鍵

　
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
人
の

中
に
は
、
事
故
の
悲
惨
さ
や
処
分

の
重
さ
な
ど
を
分
か
っ
て
い
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
誰
に
で
も

「
つ
い
…
…
」
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
得
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

社
会
的
信
用
、
仕
事
、
家
族
の
絆

な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま

す
。
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
多
く
の
努
力
と
長
い
時
間

が
必
要
で
す
。
い
ま
一
度
、
一
人

一
人
が
当
た
り
前
の
こ
と
を
強
く

自
覚
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
全
く
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
で
も

無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

や
職
場
、
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
酒
の
席
で

飲
酒
運
転
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け

た
り
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め

た
り
と
、
で
き
る
こ
と
は
身
近
に

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
一
言
が
、

そ
の
飲
酒
運
転
を
止
め
る
鍵
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

その手で守れる
笑顔があります

熊本県市町村広報担当者による飲酒運転根絶特集

熊本県の飲酒運転による事故発生件数・検挙数

お酒を飲むと情報処理能力、注意力、判
断力が低下します。この状態で運転す

ると、運転に必要な「反応」「操作」「発見」
などの要素が欠落してしまい、大きな事故に
つながることになります。死亡
事故率は飲酒なしの場合と比べ
て 8.7 倍です。お酒に強い人も
弱い人も関係なく、このようなリス
クがあることを知ってください。

熊本県警察本部交通企画課

小
お だ

田真
ま さ よ し

功 警部

図１Interview
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事故発生件数 検挙数

厳罰化されたものの、依然として後を絶たない飲酒
運転。なぜ、危険だと分かっている飲酒運転をして
しまうのでしょうか。いま一度、飲酒運転について
考えてみましょう。

事故
事故発生件数 検挙数

検挙

合 同
特 集
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 Special Interview

うんばば中尾
◎ Profile　うんばば・なかお
昭和 40 年熊本県生まれ。有限会社赤坂を立ち上げ、イベ
ントの企画・運営を手掛けながら、自らもテレビ番組制作
などで培ったノウハウを生かしキャスター、リポーター、
イベント司会、講演活動などを行う。

さん

熊 本 県 広 報 協 会
合   同 特   集

を
買
い
に
市
場
へ
車
で
向
か
い
ま

し
た
。
そ
の
途
中
、
信
号
待
ち
で

停
車
し
て
い
た
車
に
追
突
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

実
況
見
分
の

最
中
、
私
か

ら
お
酒
の
に

お
い
が
し
た

私
は
平
成
17
年
に
飲
酒
運
転

で
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
前
日
は
午
後
10
時
頃

ま
で
テ
レ
ビ
番
組
の
打
ち
合
わ

せ
を
兼
ね
て
お
酒
を
飲
み
ま
し

た
。
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
て
寝
た

後
、
午
前
３
時
に
起
き
て
「
も
う

大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
食
材

た
め
飲
酒
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
測

定
の
結
果
酒
気
帯
び
運
転
で
検
挙

さ
れ
ま
し
た
。

事
故
後
、
私
は
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
企
業
や
放
送

局
か
ら
の
信
用
、
キ
ャ
リ
ア
、
収

入
な
ど
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し

た
。
家
族
に
も
つ
ら
い
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
や
車
に

い
た
ず
ら
を
さ
れ
、
精
神
的
に
不

安
定
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
飲
酒
運
転
の
危
険

性
や
そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に
気

付
い
て
も
ら
お
う
と
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
減
ら
す
に
は
、

自
分
が
酔
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
運
転
す
る
人
、
お

酒
が
抜
け
た
と
思
い
込
ん
で
運
転

す
る
人
に
し
っ
か
り
と
自
覚
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く

周
り
の
人
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
を

飲
む
と
き
に
は
職
場
に
車
を
置
い

て
み
ん
な
で
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
、

お
酒
が
残
っ
て
い
な
い
か
家
族
に

息
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

お
酒
が
な
く
な
ら
な
い
限
り

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
せ
い
で
人
の
夢
や

人
生
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
は
家
族
、
職
場
、
友
人
同
士
な

ど
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
飲
酒
運
転
を
減
ら
す
た
め

に
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
環
境
を
熊
本
県
か
ら
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
う
ん
ば
ば
中
尾
さ
ん
は
、
飲
酒
運

転
事
故
を
起
こ
し
た
体
験
を
人
に
伝
え
、
そ
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る

た
め
に
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
が
自
分
や
周
り
の

人
に
与
え
た
影
響
と
、
防
止
策
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に

気
付
い
て
ほ
し
い
―

笑
顔
を
守
る
た
め
に

　「
飲
酒
運
転
は
し
て
は
い
け
な

い
―
」。
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。し
か
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
も
分
か
ら
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も

し
自
分
が
飲
酒
運
転
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。
も
し
大

切
な
人
が
飲
酒
運
転
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
た
ら
…
…
。

　
笑
顔
を
守
る
た
め
の
鍵
は
、
自

覚
と
助
け
合
い
で
し
た
。
そ
の
鍵

は
私
た
ち
熊
本
県
民
一
人
一
人
が

握
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
県
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く

し
、大
切
な
人
の
「
笑
顔
」
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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山鹿市長選挙
山鹿市議会議員一般選挙

投票の順序
　市長選挙では、投票用紙にスタンプで○印を押し、市議会議員
選挙では、候補者名を書いて投票します。投票用紙をよく確かめて、
お間違いのないようご注意ください。
　ただし、期日前・不在者投票の市長選挙の投票は、自書式（候
補者の氏名を書く方式）です。

投票できる人
・満 20 歳以上（平成５年２月４日までに生まれた人）
・他市町村からの転入者は、平成 24 年 10 月 26 日までに転入届を
して、引き続き住所を有する人。

選挙当日に投票所へ行けない人は、期日前投票・不在者投票の制
度を利用してください。
○期日前投票
対象▶�仕事・旅行・冠婚葬祭などの理由で、選挙当日投票所に行

けないことが見込まれる人。
投票場所▶右表のとおり
投票の期間と時間▶
　１月 28 日㈪〜２月２日㈯
　午前８時 30 分〜午後８時
持ってくるもの▶投票所入場券
　（入場券が無くても投票でき
ます）

○他市町村での不在者投票
対象▶�長期の出張などの理由で、期日前投票期間中に各投票所に

行くことができない人。
投票方法▶山鹿市選挙管理委員会にお問い合わせください。

※�郵便等投票証明書の交付を受けている人で、投票用紙等を請求
される場合は、投票日４日前の１月 30 日㈬までに請求されま
すよう願いします。

市長選挙
候補者氏名の上にスタンプで○印を押す

市議会議員選挙
候補者の個人名を書く

　問い合わせ先…山鹿市選挙管理員会　☎４３ー１５９４

無関心　素知らぬフリは　無責任
H23 熊本県明るい選挙推進協議会会長賞
天草工業高校　稲田悠里さんの標語

※�投票場所のお知らせ
第９投票区は「くらつかひろば（八幡小学校
正門横）」で、第 25 投票区は「鹿本ふれあい
センター」で、第 30 投票区は「千田小学校
多目的ホール」で行います。
お間違いのないようにご注意ください。　　

２月３日㈰は

期日前投票ができる場所
山鹿市役所　　 １階会議室
鹿北市民センター 多目的ホール
菊鹿総合支所　 相談室
鹿本総合支所　 １階ロビー
鹿央総合支所　 多目的スペース

の投票日です
午前７時から午後７時まで
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①寄附申込書
③寄附金納付

②納付書など送付
④受領証明書送付

山鹿市
寄附をする人

連絡

所得税の

軽減

⑤確定申告
住
民
税
の
軽
減

希望された
事業に活用

寄附・確定申告の流れ】

寄附の状況
（平成 24 年４月から 11 月 30 日現在）

件数 35 件　金額 1,128,000 円

　
昨
年
度
い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
は
、

こ
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
山
鹿
を
応
援
し
よ
う　
「
山
鹿
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」
で
や
ま
が
を
応
援
し
ま
せ
ん
か

栃
木
県
　
　
高
木
淳
二
様
　
　「�

さ
く
ら
湯
も
、
も
う
す
ぐ
完
成
と
い
う
こ
と
で

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

群
馬
県
　
　
黒
瀬
亮・智
子
様
「�

こ
れ
か
ら
も
緑
豊
か
な
山
鹿
市
を
維
持
し
、
あ

た
た
か
な
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て
く
だ
さ
い
」

天
草
市
　
　
金
子
　
望
様
　
　「�

さ
く
ら
湯
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
山
鹿
が
ま
す
ま

す
活
気
づ
く
こ
と
を
祈
願
し
て
い
ま
す
」

石
川
県
　
　
松
本
正
継
様
　
　「�

活
気
溢
れ
る
元
気
な
街
が
戻
っ
て
来
て
欲
し

い
！
若
返
り
が
大
前
提
だ
と
思
い
ま
す
。頑
張
っ

て
欲
し
い
」

神
奈
川
県
　
福
田
圭
基
様
　
　「�

各
自
治
体
で
の
文
化
の
振
興
、
子
供
の
教
育
な

ど
良
い
施
策
を
実
施
さ
れ
る
事
を
期
待
い
た
し

ま
す
」

東
京
都
　
　
富
田
重
昭
様
　
　「�

昔
懐
か
し
い
風
景
・
習
慣
は
続
け
て
欲
し
い
」

埼
玉
県
　
　
阪
本
博
子
様
　
　「
農
業
が
活
性
化
で
き
ま
す
よ
う
に
」

※�

こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
と
自
然
が
共
生
す
る

環
境
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

地
域
と
と
も
に
支
え
合
う

暮
ら
し
づ
く
り

安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を

支
え
る
基
盤
づ
く
り

市
長
に
お
ま
か
せ

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
る
人
づ
く
り

農業担い手支援事業
鹿北町の栗を使ったプリン「くりん」

環境教育推進事業
エコクッキング

夢の「とびら」をひらく事業
ブックスタート

さくら湯再生事業

交通安全対策費
交通安全教室

食の自立支援事業
弁当宅配・安否確認

税務署 お住まいの
市区町村

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

…
企
画
課
　
☎
43
‐
１
１
１
４

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ



広報やまが　2013.1.1　12

廃棄物処理（ごみ焼却）施設建設候補地について

■ 廃棄物処理施設建設の背景

■ 公募による建設候補地 

■　建設検討委員会による建設候補地の選定方法　

　現在、山鹿市から出る燃やすごみの処理は、鹿央町にある山鹿植木広域行政事務組合クリーンセンターで行っ
ています。
　平成 14 年に地元と締結した協定書で、施設の使用期限は、平成 24 年度までと定めていましたが、期限内に
廃棄物処理施設の建設ができないことから、使用期間の延長をお願いするなどの協議を重ね、地元のご理解を
いただき、平成 31 年 3 月 31 日までの使用延長に関する協定を締結しました。
　ただし、新たに設置する廃棄物処理施設の建設予定地を、平成 26 年 3 月 31 日までに公表することと、施設
を平成 31 年 3 月 31 日までに完成させることが延長の条件となっています。
　なお、平成 14 年の協定書で「新設については、現町以外での設置を」との条項があることや地域負担の公
平性という観点から、鹿央町を除く４地域から建設候補地の選定を行うこととしています。

　12 月 14 日現在、廃棄物処理施設建設候補地の公募に、鹿北地域の西栗瀬区からの応募がありました。
　応募をいただいた区の皆さんをはじめ、ご検討をいただいた多くの皆さんに感謝申し上げます。

　市内の公有地から概ね 1 万㎡以上の用地を抽出した後、段階的に絞り込みを行いました。
【１次選定】
　法律的・物理的に建設が困難な区域を除外しました。

【２次選定】
　候補地の現在の利用状況や今後の活用計画などを検討し、各地域２カ所の計８カ所に絞り込みました。

【３次選定】
　立地特性、環境保全、安全性やインフラ整備状況などの観点から評価項目を設定後、点数化し、各地域 1 カ
所の計 4 カ所を抽出しました。

建
設
候
補
地
の
抽
出

　
（
概
ね
１
万
㎡
以
上
の
公
有
地
か
ら
）

各
種
条
件
に
よ
る
絞
込
み

１
次
選
定
（�

法
律
的
・
物
理
的
に
建
設
が
困

難
な
区
域
を
除
外)

２
次
選
定
（�

現
在
の
利
用
状
況
、
今
後
の
活

用
計
画
な
ど
を
検
討
し
絞
込
）

各
地
域
１
カ
所
の
計
４
カ
所
の
候
補
地

公　募　用　地

総　

合　

評　

価

市　

長　

報　

告

建
　
設
　
予
　
定
　
地
　
決
　
定

建
設
検
討
委
員
会
に
よ
る
抽
出

評
価
項
目
に
よ
る
絞
込
み

３
次
選
定
（�

環
境
保
全
、
安
全
性
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
状
況
な
ど
を
評
価
）

建
設
予
定
地
決
定
ま
で
の
流
れ

問い合わせ先…環境課　☎４３−７２１１
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■　建設候補地　

地域および名称等 所在 備考

【山鹿地域】
　山鹿市民スポーツセンター

山鹿市石

【鹿北地域】
　採石場跡地

鹿北町芋生

【菊鹿地域】
　公有地

菊鹿町長

【鹿本地域】
　下水道中継ポンプ場残地

鹿本町来民

【鹿北地域】
　西栗瀬区

鹿北町岩野 公募用地

■　今後のスケジュール　

　建設検討委員会で選定された４カ所の候補地に、公
募で申請のあった候補地を加え総合評価を行います。
その結果を市長へ報告し、最終的な建設予定地の決定
を行います。

平
成
25
年
4
月
か
ら
の

　
家
庭
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　
現
在
の
『
金
物
類
』
を
『
金
物
類
他
（
そ

の
他
資
源
物
）』
と
変
更
し
ま
す
。

　
現
在
、
金
物
類
で
出
し
て
い
る
金
属
部
分

の
分
別
が
困
難
な
も
の
に
加
え
、
金
属
部
分

が
無
く
て
も
分
解
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
金
物
類

他
（
そ
の
他
資
源
物
）
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
分
別
が
困
難
な
物

　
（
卓
上
鏡
の
例
）

　
鏡
の
周
り
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
が
付
い

て
い
る

　
①�

分
解
が
で
き
る

場
合

　
　
鏡
⇨
埋
立
ご
み
　

　
　
プ
ラ
部
分
⇨
燃
や
す
ご
み

　
　（
モ
デ
ル
地
区
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
）

　
②
分
解
が
困
難
な
場
合

　
　
金
物
類
他
（
そ
の
他
資
源
物
）

☆
出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
！

⑴
分
別
が
困
難
な
電
池
式
の
お
も
ち
ゃ

　�

お
も
ち
ゃ
本
体

　
　
⇨
金
物
類
他
（
そ
の
他
資
源
物
）

　
乾
電
池
⇨
電
池
類

※�

お
も
ち
ゃ
本
体
と
電
池
は
そ
れ
ぞ
れ
の
指

定
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
コ
ン
テ
ナ
に
入
る
大
き
さ
ま
で
）

出
し
方
の
変
更
（
菊
鹿
・
鹿
本
地
域
の
み
）

　
現
在
、透
明
袋
で
出
さ
れ
て
い
る
地
域
（
菊

鹿
・
鹿
本
地
域
）
は
、
コ
ン
テ
ナ
収
集
に
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
金
物
類
を
コ
ン
テ
ナ
に
出
し
て
い

る
地
域
の
出
し
方
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。



場広の
●�みんなの広場に掲載を希望する人は、原稿や写真を山鹿市役所秘書課まで郵送または
持参してください。

●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
１
月
22
日
㈫
午
後
７
時

◦
場
所
　
夢
想
庵

◦�

内
容
　
人
間
万
事
塞
翁
が
馬

　�

年
の
始
め
に
願
い
を
込
め
て
ダ
ル

マ
の
目
入
れ
を

◦
講
師
　
相
良
寺
住
職
千
田
晃
彰
師

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

楽
し
い
人
形
劇

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

山
鹿
の
裕ひ

ろ

ち
ゃ
ん
劇
場

　
第
１
回
研
究
生
を
募
集
し
ま
す
。

修
了
後
は
、「
人
形
劇
団
や
ま
が
座
」

を
結
成
し
ま
す
。

◦�

期
間
　
２
月
〜
７
月

◦�

日
時
　
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

◦
場
所
　
中
央
公
民
館

◦
参
加
費
　
無
料
※
定
員
５
人

◦�
応
募
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※�

８
月
に
旗
揚
げ
公
演
を
八
千
代
座

で
行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
１
９
４
９
‐
５
５
０
８

（
星
子
裕
幸
）

第
15
回

山
鹿
市
防
災
の
つ
ど
い

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
教
訓
と
し
、

防
災
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
る
た
め

の
催
し
で
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
１
月
17
日
㈭

①
炊
き
出
し
訓
練
　
午
前
9
時
〜

　（�

軍
手
・
タ
オ
ル
・
三
角
巾
・
エ

プ
ロ
ン
・
包
丁
・
ま
な
板
持
参
）

※�

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。（
１
月

４
日
か
ら
受
け
付
け
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

②
防
災
の
つ
ど
い
　
午
前
10
時
〜

◦�

場
所
　
鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン

タ
ー
駐
車
場

◦�

内
容
　
被
災
食
や
防
災
用
品
展

示
、
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
指
導
、

水
消
火
器
体
験
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
な
ど

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
43
‐
１
１
３
４

夫
婦
の
手
紙
・
絵
手
紙

書
い
て
み
ま
せ
ん
か

國
本
優
子

　
菊
池
市
で
第
８
回「
夫
婦
の
手
紙
・

絵
手
紙
」
作
品
募
集
が
あ
り
、「
妻

か
ら
夫
へ
の
手
紙
」
で
応
募
し
ま
し

た
。
縁
あ
っ
て
60
年
、
雨
、
嵐
の
人

生
を
振
り
返
り
、
心
の
奥
に
し
ま
っ

て
き
た
真
実
の
気
持
ち
、
届
け
た
い

夫
へ
の
感
謝
の
念
を
書
き
応
募
し
た

と
こ
ろ
、
思
い
が
け
ず
優
秀
賞
を
い

た
だ
き
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
応
募
作
品
は
１
月
20
日
ま
で
菊
池

夢
美
術
館
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
日
頃
言
え
な
い
思
い
な

ど
手
紙
に
つ
づ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

宝くじ助成事業で
伝統的・文化的活動の衣装などを整備

観光課
　コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュ
ニティ助成事業により、市民の伝統的・文化的活動で使
用する衣装や音響・照明が整備されました。
　このコミュニティ助成事業は、宝くじ社会貢献広報事
業費を財源として財団法人自治総合センターが助成決定
を行うもので、今後の山鹿市の伝統文化・行事の益々
の活性化が期待されます。
　今年８月15・16日の山鹿灯籠まつりでは当事業で新
調した衣装を使用し、祭りを盛り上げました。

齊藤　登さん　　　　　　　11 月 26日
出会いの輪

　齊藤登さんは、６月 13 日に公益社団法人の全国
少年警察ボランティア協会から少年補導功労栄誉銅
賞の表彰を受けました。
　齊藤さんは昭和 59 年から、山鹿警察署の少年補
導員として委嘱を受け、青少年の補導活動や学校で
の指導を行うなど青少年の健全育成のための活動を
続けています。
　また、11 月 21 日には全国土地改良事業団体連合
会から、全国土地改良事業功績者表彰も受賞されま
した。
　齊藤さんは、山鹿土地改良区の総代として、平成
5年から４期 16 年にわたって土地改良事業の推進に
貢献し、平成 21 年には理事長に就任。土地改良事
業の推進や地域農業の発展に貢献されています。

全国少年補導功労者栄誉銅賞、全国土地改良大会表彰を受賞

中嶋憲正市長（左）と齊藤さん（右）
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水
泳
と
健
康
を
楽
し
む
会

山
鹿
市
水
泳
協
会

　
正
し
い
泳
ぎ
方
を
身
に
つ
け
よ
う

と
す
る
成
人
の
方
を
対
象
に
水
泳
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

対
象
者
　
市
内
在
住
の
方
で
、
実

施
日
全
て
に
参
加
で
き
る
人�

◦�

実
施
日
　
２
月
16
日
㈯
・
23
日
㈯
・

３
月
２
日
㈯

◦�

時
間
　
①
午
後
６
時
〜
７
時
②
午

後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

※�

泳
力
に
応
じ
て
組
み
分
け
し
て
、

受
講
時
間
を
決
定
し
ま
す
。

◦�

場
所
　
鹿
北
町
ゆ
〜
か
む

◦
募
集
定
員
　
各
時
間
当
た
り
６
人

◦�

受
講
料
　
１
、５
０
０
円
（
３
回

分
、プ
ー
ル
使
用
料
は
各
自
負
担
）

◦
申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈮

◦�

問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
８
６
０
６

（
司
法
書
士
松
本
剛
久
事
務
所
）

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　
女
性
や
中
高
年
齢
者
が
効
果
的
に

再
就
職
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
就
職
活
動
へ
の
心
構
え
や

効
果
的
な
応
募
書
類
の
作
成
方
法
を

学
ぶ
参
加
無
料
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

司
法
書
士
無
料
相
談

熊
本
県
司
法
書
士
会

　
登
記
相
談
や
悪
質
商
法
な
ど
の
消

費
者
問
題
、多
重
債
務
問
題
な
ど
司

法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。１
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�一
部
有
料
相
談
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
１
月
４
日
㈮
・
18
日
㈮

　
午
後
６
時
〜
９
時

◦
場
所
　
ひ
だ
ま
り

◦
予
約
番
号

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
８
９
０

公
共
職
業
訓
練

平
成
25
年
３
月
期
生
募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

◦�

募
集
科
・
募
集
人
員

　
機
械
加
工
技
術
科
（
15
人
）

※�

お
お
む
ね
40
歳
未
満
を
対
象
と
し

た
コ
ー
ス
で
す
。

◦�

訓
練
期
間
　
３
月
５
日
㈫
〜
９
月

30
日
㈪

◦�

募
集
期
間
　
１
月
４
日
㈮
〜
２
月

５
日
㈫

◦�

訓
練
説
明
会
　
１
月
16
日
㈬

　
午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

◦�

筆
記
試
験
・
面
接
日

　
２
月
８
日
㈮

◦�

必
要
経
費
　
受
講
料
は
無
料
で
す

が
、
教
科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す

◦�

応
募
先
　
お
近
く
の
公
共
職
業
安

定
所

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６
８
‐
62
‐
０
１
７
９

三玉郵便局内ロビー
問☎ 42 ‐ 1287（酒井憲）

⃞▶第９回孔版画による手作り賀状展
　 手作り賀状を多数展示します。
　 期間　１月 21 日㈪〜２月８日㈮
　 時間　9：00 〜 17：00

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶山鹿市生涯学習講座　絵画作品展
　 講師　服部秋彦先生
 　静物・四季の風景など水彩画約 20 点展示します
 　期間　１月８日㈫〜 31 日㈭（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）

山鹿市鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
問☎ 44 ‐ 7269（田中陽）

⃞▶第 30 回かもと教美展
　 鹿本郡市小中学校図工美術教育に縁のあったＯＢ
　 と現役職員有志の絵画や立体作品を展示します。
　 期間　１月 21 日㈪〜２月２日㈯
　 時間　 9：00 〜 17：00（最終日は 15:00）

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

熊
本
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
を

し
た
離
職
者
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
就

こ
う
と
し
て
い
る
職
業
に
必
要
な
知

識
技
能
を
修
得
で
き
る
よ
う
、
公
共

職
業
訓
練
「
Ｏ
Ａ
経
理
事
務
課
　
山

鹿
コ
ー
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

◦�

訓
練
期
間
　
３
月
５
日
㈫
〜
５
月

29
日
㈬

◦�

募
集
期
間
　
１
月
22
日
㈫
〜
２
月

５
日
㈫

◦�

訓
練
会
場
　
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ

ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
山
鹿
校
（
方
保

田
63
）

◦�

必
要
経
費
　
入
学
金
、
受
講
料
は

無
料
で
す
が
、
テ
キ
ス
ト
代

１
５
、０
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す

◦�

申
込
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
24
‐
８
６
０
９

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

◦�

内
容
　「
女
性
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」

「
中
高
年
齢
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」

◦
日
時
　
２
月
６
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
5
時

◦
場
所
　
ひ
だ
ま
り

◦�

申
し
込
み
方
法
　
各
セ
ミ
ナ
ー
の

前
日
ま
で
に
、電
話
か
メ
ー
ル（
氏

名
・
住
所
・
年
齢
・
性
別
を
明
記
）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
５
０
０
１

　kk-kum
am
oto@

lec-jp.com
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
月
例
会

互
選
句

言
い
に
く
さ
　
あ
あ
た
の
祝
儀
空
じ
ゃ
っ
た

島
北
　
鎌
岳

そ
ら
ァ
無
理
　
初
心
者
向
き
ゃ
な
か
つ
か
い

島
北
　
鎌
岳

そ
ら
ァ
無
理
　
年
が
や
っ
ぱ
り
物
言
よ
る

古
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
一
月
例
会

小
水
流
繁
富
選

晩
秋
　
体
重
計
が
悲
鳴
上
げ

平
野
　
和
子

思
い
や
り
　
今
朝
は
ゆ
る
っ
と
寝
せ
と
こ
う

新
谷
　
不
動

そ
る
が
商
売
　
粗
品
で
釣
っ
て
客
集
め

竹
下
　
賀
松

そ
ら
い
か
ん
　
よ
め
ご
に
ば
か
り
お
わ
し
か
け

伊
織
　
久
則

お
蔭
さ
ん
　
い
い
嫁
の
さ
り
丸
く
住
む

古
里
イ
ツ
代

藤
本
白
扇
選

思
い
や
り
　
歩
幅
縮
め
て
く
れ
る
孫

平
野
　
良
子

そ
る
が
商
売
　
物
売
る
前
に
人
を
売
れ

遠
藤
　
上
気

晩
秋
　
平
家
の
里
は
今
が
旬

松
井
　
爆
笑

丁
度
え
え
　
お
る
が
嫁
御
は
二
つ
星

川
上
　
火
男

そ
ら
い
か
ん
　
人
相
だ
け
じ
ゃ
だ
ま
さ
れ
る

江
藤
　
孝
舟

鹿
本
町
俳
句
教
室　

十
一
月
例
会

利
光
釈
朗
選

里
山
の
端
か
ら
暮
る
る
夕
時
雨
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
久

井
戸
水
の
手
に
や
わ
ら
か
き
今
朝
の
冬
　
　
　
小
島
　
　
稔

民
芸
の
町
並
み
め
ぐ
る
旅
小
春
　
　
　
　
　
　
渡
邊
　
津
代

山
鹿
俳
句
会　

十
一
月
例
会

利
光
釈
郎
選

行
き
来
し
て
姉
妹
二
人
や
縁え

ん

小
春
　
　
　
　
　
近
藤
　
律
子

松
手
入
れ
済
み
た
る
鋏は

さ
み

匂
ひ
け
り
　
　
　
　
　
坂
田
　
貞
子

行
く
秋
や
白
き
小
貝
に
寄
す
る
波
　
　
　
　
　
北
原
　
勝
介

菊
鹿
町
銀
河
俳
句
会

お
し
ろ
い
の
種
の
こ
ぼ
る
る
垣
根
か
な
　
　
　
酒
井
　
睦
美

山
裾
に
ひ
と
際
映
え
る
櫨は

ぜ

も
み
じ
　
　
　
　
内
古
閑
ひ
と
み

初は
つ
み
そ
ら

御
空
千
の
風
共
拝
じ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
木
場
き
く
よ

新
人
俳
句
講
座

木
村
圭
吾
選

手
の
ひ
ら
に
小
さ
な
秋
を
拾
い
け
り
　
　
　
　
福
島
　
好
美

瀨
の
本
の
霧
立
つ
峰
や
紅
葉
色
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
澄
子

大
阿
蘇
の
あ
か
ね
に
染
ま
る
ス
ス
キ
の
穂
　
　
楠
本
　
裕
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

十
二
月
例
会

夕
陽
さ
す
川
面
を
下
る
落
葉
舟
　
　
　
　
　
　
大
薗
美
奈
子

一
枚
の
紅
葉
手
に
の
せ
そ
っ
と
笑
み
　
　
　
　
原
口
　
弓
子

掃
き
よ
せ
る
落
ち
葉
カ
サ
コ
ソ
ま
た
散
ら
ん
　
栄
　
ひ
ろ
み

菊
鹿
短
歌
会　

十
一
月
作
品

空
蒼あ

お

し
立
木
た
よ
り
に
伸
び
て
ゆ
く
凌の

う
ぜ
ん霄

か
づ
ら
花
を
着
け
を
り
　
　
　
　 

富
田
　
龍
子

長
袖
の
シ
ャ
ツ
を
重
ぬ
る
今
朝
の
涼
秋
風
残
し
て
台
風
去
り
ぬ
　
　
　
　
　 

長
野
　
節
子

平
凡
に
生
き
ゆ
く
こ
と
も
良
し
と
せ
む
彼
岸
花
咲
く
朝
の
道
ゆ
く
　
　
　
　 

坂
口
し
ず
み

鹿
央
短
歌
会　

十
一
月
作
品

広
大
な
阿
蘇
の
草
原
見
つ
つ
ゆ
く
楢
の
ひ
と
木
は
鳥
の
塒ね

ぐ
ら

か
　
　
　
　
　
　 

立
山
　
〆
子

秋
陽
さ
す
青
草
の
中
赤
々
と
燃
ゆ
る
ご
と
く
に
咲
く
彼
岸
花
　
　
　
　
　
　 

木
下
志
摩
子

刈
田
焼
く
煙
遠お

ち
こ
ち近

た
な
び
け
り
収
穫
終
へ
し
夕
暮
れ
の
里
　
　
　
　
　
　
　 

竹
原
　
黎
子

鹿
本
町
短
歌
会　

十
一
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

草
畑
に
虫
の
音
聞
け
ば
鍬
ど
り
も
思
は
ず
は
ず
む
辛
さ
忘
れ
て
　
　
　
　
　 

出
井
セ
キ
子

秋
晴
れ
の
悲
し
い
ま
で
の
青
い
空
延
命
装
置
い
ら
ぬ
と
告
ぐ
る
　
　
　
　
　 

江
良
美
佐
子

思
ひ
出
を
探
し
て
仰
ぐ
青
空
に
あ
な
た
の
眼
鏡
に
似
た
雲
が
ゆ
く
　
　
　
　 

北
島
　
た
き

石
人
短
歌
会　

十
一
月
例
会

富
田
豊
子
選

一ひ
と
つ
ら連

の
光
と
な
り
て
赤
と
ん
ぼ
青
田
の
空
を
飛
ぶ
軽
や
か
に
　
　
　
　
　
　 

松
岡
み
ち
え

か
け
違
ひ
し
ボ
タ
ン
の
如
き
平
成
に
夢
あ
り
し
日
の
昭
和
は
恋
し
　
　
　
　 

堀
田
　
恵
美

木
漏
れ
日
の
光
を
受
け
し
君
の
顔
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
形
結
べ
ず
　
　
　
　
　 

上
田
　
つ
み

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

十
二
月
例
会

門
々
に
紅
き
蘇す

お
う芳
の
咲
く
里
は
新
美
南
吉
の
童
話
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　 

関
　
ケ
イ
子

隣
り
家や

の
白
壁
染
め
て
夕
つ
日
は
優
し
き
茜あ

か
ね

の
光
を
し
ま
ふ
　
　
　
　
　
　 

横
尾
　
ト
シ

庭
仕
事
日
が
な
一
日
這
ひ
を
れ
ば
八や

そ

じ

十
路
の
旅
の
い
き
つ
く
と
こ
ろ
　
　
　 

鶴
田
　
美
昭

鹿
北
短
歌
会　

十
二
月
詠
草

ス
テ
ー
ジ
に
ギ
タ
ー
奏
で
る
息こ

を
見
つ
め
美
し
き
音
色
に
し
ば
し
浸
ら
ぬ
　
　
　
西
牟
田
節
代

曽
孫
の
着
丈
裄
丈
は
か
り
つ
つ
久
方
ぶ
り
に
針
仕
事
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

田
中
　
和
子

霜
枯
れ
の
葦
原
よ
う
や
く
鎮
ま
り
て
小
鳥
ら
今
宵
の
宿
き
め
た
ら
し
　
　
　
　 

貞
熊
喜
美
子
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新着図書ピックアップ《今月は中央公民館図書室から》

問い合わせ先
社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
鹿本図書館　　　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北教育分室　　　☎ 32 ｰ 2059
菊鹿教育分室　　　☎ 48 ｰ 3111
鹿央教育分室　　　☎ 36 ｰ 2183

蔵書場所の省略表記
中央公民館図書室　【中央】　鹿本図書館　　　　【鹿本】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【中央】
【鹿本】
【菊鹿】
【鹿央】

【中央】 【中央】
【鹿本】

僕の死に方 エンディングダイアリー500日
金子　哲雄/著　小学館

　突然の余命宣告。絶望の中でや
がて彼は『命の始末』と向き合い始
める。その臨終までの道程はとこと
ん前向きで限りなく切なく愛しい。41
歳で急逝した売れっ子流通ジャーナ
リストが、最後に遺したメッセージ。

　「とら」えられない速さで千里を
かける寅、「み」をくねらせてにょ
ろりにょろり動く巳、福を「とり」
こむ酉・・・。
　語呂のよいことばにのせて、
十二支の動物たちを紹介します。

十二支のしんねんかい
柳原良平　画・みきつきみ　文/著　こぐま社社

冷血（上）（下）
高村　薫 / 著　毎日新聞社

　求人サイトを通じて顔を合わ
せたばかりの男たちが、一家殺
害という凶行におよぶ。数多の
痕跡を残しながら、逃走する犯
人たち。翻弄される警察組織の
中で、合田雄一郎がふたたび動
き出す・・。

催しスケジュール
中央公民館和室（移転先）
・おはなし会
　日時▷１月23日㈬　午後３時から
鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷�１月５日㈯・12日㈯・19日㈯・26日㈯
　　　　　  　　　　　　　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷�１月８日㈫・22日㈫・29日㈫
　　　　　  　　　　　　   午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷�１月８日㈫・22日㈫・29日㈫
　　　　　  　　　　   午前10時45分から

今月の休館日
中央公民館図書室（移転先）
　▷１月１日㈷・２日㈬・３日㈭・28日㈪
鹿本図書館
　▷１月１日㈷・２日㈬・３日㈭・４日㈮
　　　 ７日㈪・15日㈫・21日㈪・28日㈪
　　　31日㈭
鹿北公民館図書室
　▷１月１日㈷・２日㈬・３日㈭
菊鹿公民館図書室
　▷１月１日㈷・２日㈬・３日㈭
鹿央公民館図書室
　▷１月１日㈷・２日㈬・３日㈭

『やまが肝いりどん』通信

現在の登録者　男性６９人　女性４４人
交際中のカップル　７組　　成婚実績　２組

熊本県男女共同参画推進事業者表彰

おめでとうございます結婚第2号の誕生です
　今回の幸せなカップルは、鹿北に住む男性Nさん40歳と、
県外にお住まいだった女性Tさん 39 歳です。
　Nさんが結婚を決意されたのは、肝いりどん事業に登録
して結婚に対する意識が明確になったことと、結婚するなら
Tさんしかいないと思ったことが理由です。また、担当肝い
りどんの鬼塚タエコさんの後押しも大きな力となりました。
お二人からのメッセージ
♥これから二人で力を合わせ、明るく楽しい家庭を築い
ていきます。♥肝いりどんの鬼塚さんに感謝です。独身
の皆さん、ぜひ登録してください。きっと素敵な出会い
がありますよ。

問い合わせ先…企画課　☎ 43 －１１１４

社会福祉法人　不動会（特別養護老人ホーム一本松荘）
　従業員の能力開発、資格取得のための支援、月２日の
希望休制度、事業所内に託児所を設けるなど働きながら
子育てをする従業員への支援制度が充実していること、
また、地域の行事への積極的参加を促していることなど
が評価されました。
問い合わせ先…男女共同参画推進室　☎ 43 －１１１４

　11月21日に仕事と家庭の両立支援、女性の登用など男
女がともに働きやすい職場づくりに積極的に取り組んでいる
事業者として、山鹿
市の社会福祉法人
不動会に、県知事
から表彰状が贈ら
れました。今年度
は県内４事業所が
表彰されました。



広報やまが　2013.1.1　18

　
熊
本
に
は
江
戸
時
代
初
期
の
加
藤
清
正
の
時
代
か
ら
石
工
が

活
躍
し
ま
し
た
が
、
特
に
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
の
中
頃
ま

で
ア
ー
チ
式
石
橋
を
作
る
技
術
を
持
っ
た
集
団
が
い
ま
し
た
。
彼

ら
は
「
肥
後
の
石
工
」
と
呼
ば
れ
、
全
国
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ

か
せ
ま
し
た
。
そ
の
黎れ

い
め
い明
期
に
活
躍
し
た
の
が「
仁に

へ

い平
石
工
グ
ル
ー

プ
」、
そ
の
後
に
活
躍
し
た
の
が
「
種た

ね
や
ま山
石
工
グ
ル
ー
プ
」
と
言

わ
れ
る
集
団
で
す
。
県
北
で
は
並
ぶ
も
の
が
い
な
い
と
言
わ
れ
た

石
工
が
仁
平
（
一
七
三
七
（
元
文
二
）
年
～
一
七
九
〇
（
寛
政
二
）

年
）
で
、
熊
本
県
最
初
の
ア
ー
チ
橋
「
洞と

う
ぐ
う口
眼
鏡
橋(

菊
鹿
町

下
内
田
日ひ

わ
た
し渡)

」、

「
黒
川
眼
鏡
橋

(

南
阿
蘇
村)

」

な
ど
の
橋
梁
を
築

き
な
が
ら
、地
蔵
、

鳥
居
、
仁
王
像

な
ど
も
多
数
製

作
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
中
の
一

つ
が
菊
鹿
町
松
尾

神
社
の
仁
王
像
で

す
。

　
仁
王
像
は
寺

院
内
に
仏
敵
が

入
っ
て
く
る
の
を

連載第 87 回

石い

し

く工
が
造
っ
た
仁
王
像

「
松
尾
神
社
の
仁
王
像
」

（
菊
鹿
町
木
野
）

便
利
な
ネ
ッ
ト
通
販

　

こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
!! 

【
事
例
】

●
　�

携
帯
電
話
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
コ
ー
ト
を
購
入

し
た
。
届
い
た
も
の
を
着
て
み
る
と
、
通
常
よ

り
小
さ
め
な
よ
う
で
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
か
っ
た
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
か
。

●
　�

携
帯
電
話
で
健
康
食
品
の
無
料
サ
ン
プ
ル
を
注
文

し
、
数
日
後
に
届
い
た
。
そ
の
約
２
週
間
後
、
注

文
も
し
て
い
な
い
の
に
１
カ
月
分
の
健
康
食
品
が

届
い
て
驚
い
た
。
後
か
ら
確
認
し
た
ら
、
サ
ン
プ

ル
到
着
後
10
日
以
内
に
申
し
出
を
し
な
い
と
自
動

的
に
定
期
購
入
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
あ
り

ま
せ
ん
。
返
品
は
各
々
で
決
め
ら
れ
た
返
品
ル
ー

ル
に
従
っ
た
上
で
可
能
で
す
が
、
返
品
不
可
の
表

示
が
あ
る
場
合
は
基
本
的
に
返
品
で
き
な
い
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

●
　�

面
倒
で
も
契
約
の
詳
細
な
内
容
や
返
品
の
ル
ー
ル

に
つ
い
て
よ
く
確
認
し
て
か
ら
申
し
込
む
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
時
は
、
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
課
内
）

☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

防
ぐ
守
護
神
と
し
て
作
ら
れ

ま
し
た
が
、
一
般
的
に
怒
り

の
表
情
を
あ
ら
わ
に
し
、
口

を
大
き
く
開
い
た
阿あ

ぎ
ょ
う形
像

と
、
怒
り
を
内
に
秘
め
た
よ

う
に
口
を
閉
じ
た
吽う

ん
ぎ
ょ
う形
像
の

二
体
を
一
組
と
し
て
作
ら
れ

ま
す
。

　
松
尾
神
社
の
仁
王
像
は
、

酒
店
（
造
り
酒
屋
）
の
要
請

で一
七
八
八
（
天
明
八
）
年

に
仁
平
が
五一歳
の
時
に
造
っ

た
も
の
で
す
。
参
道
の
階
段

を
上
る
途
中
の
右
側
に
二
体

が
並
べら
れ
て
い
ま
す
。
当
初

は
二
の
鳥
居
の
所
の
参
道
の

両
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
明

治
維
新
後
の
廃は

い
ぶ
つ仏
毀き

し
ゃ
く釈
（
仏

教
寺
院
や
仏
像
の
破
壊
運

動
）
に
よ
り
一
時
、
木
野
川

の
川
辺
に
破
棄
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
現
在
の
位

置
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
仁
王
像
は
、
彫
刻
家
で
あ
る
仏
工
（
仏
師
）
で
は
な
く

技
術
者
で
あ
る
石
工
が
製
作
し
た
も
の
で
す
。
力
士
の
よ
う
な
姿

を
し
て
お
り
、
顔
は
柔
和
な
童
顔
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
依
頼
者

の
要
望
か
仁
平
の
想
い
な
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
作
者
の
人
柄

が
し
の
ば
れ
ま
す
。

紹
介
者
：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

　
　
平
井
　
祥
一
郎
さ
ん

　
　
　
　（
菊
鹿
町
木
野
）

菊鹿温泉

菊鹿総合支所

松尾神社

県
道
３
７
号

鞠智城跡

木
野
川

松尾神社の仁王像

位置図

阿形像吽形像
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環境だより環境だより

問

平
成
25
年
４
月
か
ら

レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
（
有
料
化
）

な
ど
の
取
り
組
み
実
施
に
向
け
て

…環境課　☎43-7211

　
山
鹿
市
で
は
、
10
月
に
市
民
（
学
識
経
験
者
）・

事
業
者
・
行
政
で
構
成
す
る
「
山
鹿
市
レ
ジ
袋
削

減
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、「
ご
み
の
減
量
化
」

「
石
油
資
源
の
消
費
抑
制
」「
焼
却
時
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
抑
制
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
」

を
目
的
と
し
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
の
レ
ジ
袋
無

料
配
布
中
止
（
有
料
化
）
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
（
有

料
化
）
な
ど
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず

は
、
市
内
店
舗
で
レ
ジ
袋
削
減
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持

参
に
関
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　
買
い
物
に
行
く
時
、
一
人
一
人
が
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
す
る
こ
と
は
、
気
軽
に
取
り
組
め
る
環
境

行
動
で
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
は
と
て
も
有
効
な
手

段
で
す
。

　
ま
た
、レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
は
、

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
今
後
、
レ
ジ
袋
無
料
配
布

中
止
（
有
料
化
）
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
店
舗

を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
ご
み
の
減
量
化
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
協
力
下
さ
い
。

レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協
定

締
結
店
舗
を
募
集
し
ま
す

１　

取
り
組
み
内
容

　
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
（
無
料
配
布
の
中

止
や
レ
ジ
で
の
声
か
け
な
ど
）
に
ご
賛
同
い
た

だ
け
る
事
業
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
協
定
締
結

申
込
書
で
市
と
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協
定
に

締
結
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
協
定
締
結
店
舗
は
、
環
境
に
配
慮
し

た
お
店
と
し
て
、
山
鹿
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
な
ど
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

２　

募
集
期
間

　
１
月
４
日
㈮
か
ら
随
時

３　

応
募
方
法

　
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
環
境
課

　

☎
４
３
‐
７
２
１
１

　

FAX
４
３
‐
０
７
５
７

　

メ
ー
ル
：kankyoh@

city.yam
aga.lg.jp



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 2635　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455
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　鶴城中の朝は早く、全校生徒が毎朝７時15 分から45 分
まで「ランニング・５分間草とり」、７時30 分から部活動単
位での「あいさつ運動」を中学校の正門前や市道沿いで
行っています。10月から３年生は、７時40 分から自主学習会
を行っています。朝のランニングで「脳の活性化、心と体のリ
フレッシュ」をして１日をスタートすることにより、毎日の授業に
集中して取り組み活気に満ちた学校生活が送れています。
　本校の合言葉は、「やかぜ」です。「やればできる　かなら
ずできる　ぜったいできる」の頭文字を取った「やかぜ」の
精神です。その「やかぜ」精神で、基礎基本の定着とやれば
できる達成感・自尊感情を育むために「やかぜテスト」を行っ
ています。「漢字」「計算」「英単語」を年間３回ずつの９回行
い、90 点以上を合格とし、合格するまでチャレンジし全員が

 ●鶴城中学校データ●　佐藤智校長　生徒数 102 人

合格しています。３年生は、３回連続全員一発合格、先日の
「やかぜテスト( 英単語）」では一発全員満点の快挙を成し
遂げました。
　また、保護者の皆さまのご支援のもとに、「学校田（30ａ）」
で、うるち米ともち米
約22 俵を収穫しま
した。もち米は、校
内餅つき会に使う
とともに文化祭で
販売し一部を陸上
選手のユニホーム
代金にあてました。うるち米は、給食で45ｋｇを食べ、宮城県
東松島市の小・中学校へ450ｋｇを今年も12月12日に送り
ました。「支援米」を通して、東松島市の児童生徒のみなさん
から「復興へのあきらめない心やたくましさ、人と人の絆や
日々の共動の大切さ」を学んでいます。
　これからも鶴城中生は、いろんな学校行事や体験学習
活動、地域・保護者のみなさんとの行事や交流活動に頑
張り、自分の可能性を信じて「やかぜ」の精神で頑張って
いきます。

「やかぜ」の精神で頑張るぞ
102名文武両道で日々成長しています

鶴城中学校

まるごと“食育”

・栽培・収穫などのお手伝い
　土に触れる・種をまく・成長するのを見る・芋掘りや栗拾い
・食事のお手伝い
　野菜などを洗う・食材を混ぜる・味見をするなど
・家族、友達との食事・マナー
　家族や友達とテーブルを囲み、会話を楽しみながら食べる
　大人の食べ方を見たり、教えてもらったり、手伝ってもらったり
　して食べ方を学ぶ
・�からだの仕組みが分かったり、ウンチで体調を知ったりする

　食べること、それは人が生きていく上での基本です。近頃、子どもに「食育」を！とよく
言われますが・・・「食育」って何でしょう？「食べ物の栄養を知ること？」「好き嫌いをな
くすこと？」「料理を作ること？」食育とは、食べ物を通して関わる全てのことをいいます。授
乳も食育に関係あるの？と思われるかもしれませんが、お母さんと子どもの信頼関係を築き、
子どもに安心感を与え情緒を育てるという大きな意味があります。
　また、食事を作る時の音やにおいなどは、子どもの５感（見る、聞く、嗅ぐ、触る、食べる）
を磨くのにもっとも身近で有効なツールです。
食育はもうすでに始まっています

こんなことも食育です！

・命の大切さ
・心が豊かに育つ
・自主性が育つ
・社会性・社交性が育つ
・�健康管理の力がつく
・全ての学習の基になる

こんな効果に
つながります
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今年も笑顔で
三岳保育園☎ 43 − 3874

　国道３号線を朝夕の通勤、仕事での往復、約４キロ
の距離を車で通っている。近くに実家もあり、地域は
子どものころよく遊んだ所でもある。道路を少し入る
と、お宮とお寺があり今は亡き父や母、祖母に手を引
かれ坂道を上がった懐かしい思い出もある。
　お天気の良い日、子どもたちはよく散歩や、掃除に
と地域に出かけていく。「いってらっしゃい」と見送る
ことが多いが、子どもたちと必ずお参りに行く日があ
る。一緒に頭を下げ、お祓いを受け健康に感謝する。
自身の誕生日とお祝いが同じ日で良かったと思う。
　寺島のお宮は、急な長い石段があるが、「１段、２段」
楽しそうに上っていく。境内に入り、弾む息を整えて
みんなで手を打つ、きっといい日になる。

 ●千田小学校データ●　迫本裕輔校長　児童数 93 人

　千田小学校
では、11 月 13
日第５回自主
研究発表会が
盛会のうちに
終了しました。
本年度は、「知・
徳・体の調和
のとれた教育

活動の取組〜主体的に学び合う子どもの育成をめざし
て〜」を掲げて、学び合いを通した教科書などの本質
に迫る授業づくりと日常活動の工夫を中心に据え、実
践を進めてきました。
　当日はあいにくの雨にも関わらず、中嶋憲正山鹿市
長、鹿本教育事務所、山鹿市教育委員会、地域の方々、
保護者の皆さま、山鹿市内や県内各地の先生方など、
百人以上の人に参加していただきました。子どもたち
は学習課題に一生懸命取り組み、発表し、より良い答
えや解決方法をみんなで見つけていく学び合いの姿を
見せてくれました。分科会では、「子どもたちはお互い

に認め合う温かい人間関係が育っている」「導入が工夫
されていて課題が捉えやすかった」「子どもたちの授業
に向かう生き生きとした姿にとても感動した」「チダ
チョウタイム、歌声、子どもの姿から、学校全体で前
に進まれていると感じた」などの意見が出されました。
そして、最後まで授業の本質に迫る熱心な協議が行わ
れ、多くのご意見をいただきました。
　これからもいただいた貴重なご示唆やご意見をもと
に、本校児童の「生きる力」のさらなる向上を目指し
て取り組んでいきます。

第５回自主研究発表会
〜主体的に学び合う子どもの育成をめざして〜

千田小学校

こころをこめて
霊泉幼稚園☎ 44 − 3120

　12 月はクリスマ
ス!! 幼稚園では
日頃の感謝の気
持ちを込めて、お
うちの人へクリス
マスプレゼントを
作っています。「お
兄ちゃんは、寒い
ときも毎日自転車
で学校に行くけん
マフラー」とお兄ちゃんのことを思い、ペットボトルと割り箸
で作った “エコ編み機 ”で心を込めて編み物。「ママには
エプロンにしよう！いつもお弁当作ってくれるもん」とエプロ
ン作り。そして生地も自分たちで選びます。「このお花の模
様ママにぴったり！」とお花の生地を選び、チクチク針仕事。
プレゼントする相手のことを思いながら作業する子どもたち
の表情はとっても穏やかで、長い時間集中して製作に取り
組むことができます。喜んでくださるおうちの人の顔を想像
し、気分はまるでサンタさんです。
　心のこもったものって受け取るときに温かい気持ちになり
ますね。この冬、子どもたちの心のこもったプレゼントが各
ご家庭に届くことでしょう!!



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

３・４か月児健診
（24 年 9 月生）
７・８か月児健診

（24 年 5 月生）
（三玉・菊鹿・鹿本）
13:30 〜 14:00 受付

【ひだまり】

１歳６か月児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、23 年5 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

13 14 15 16 17 18 19
３・４か月児健診

〔山鹿（三玉を除く）・鹿
北・鹿央、24 年 9 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

３歳児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、21 年 9 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

20 21 22 23 24 25 26
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

７・８か月児健診
〔山鹿 ( 三玉を除く)・鹿
北・鹿央、24 年 5 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・鹿本、
23 年 5 月生 )
13:30 〜 14:00 受付

【ひだまり】

３歳児健診
〔大道・三玉・菊鹿・鹿本、
21 年 9 月生〕
13:30 〜 14:00 受付

【ひだまり】

27 28 29 30 31
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:30 受付

【山健福】

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習
　　　　　　健康セ ンターひだまり

１健康カレンダー
月

母子健康手帳交付時に持参するもの
◦妊娠証明書◦印鑑
◦上のお子さんの母子健康手帳
※�母子健康手帳交付の日程で都合が悪い場合

は、相談に応じますのでご連絡ください。

献血にご協力ください
【献血日】１月 15 日㈫
◦ Mr.MAX 山鹿店
　受付時間　9：30 ～ 11:30、12：30 〜 16：00

【献血日】１月 18 日㈮
◦山鹿警察署
　受付時間　9：30 ～ 12：00
◦山鹿市民医療センター
　受付時間　13：30 〜 15：30

１〜２月は「はたちの献血」キャンペーン期間です！
みんなで、献血の輪を広げましょう！

　「平成 25 年度各種検診希望調査票」を 19 歳以上の人
がいる全世帯へ郵送予定です。検診を希望しない人も、
必ず記入して返信をお願いします !!
　平成 24 年から集団検診で、山鹿市国民健康保険加入
者を対象とした「特定健診（集団）」と「各種がん検診」
が同じ日に受けられます。
　年に 1 度、自分の健康状態を確認し、生活習慣を見
直すチャンスです！
　この機会にぜひ受診しましょう !!
＊�平成 24 年度の健診の結果、異常があるなどの連絡を

受けた人は、医療機関などで精密検査を受けました
か？紹介状を手元に持ったままの人は、早めに受診し
ましょう。

平成 25年度山鹿市各種健診のご案内

● 成人の日
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山鹿市民
医療センター通信

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
１
８
５

山鹿市民医療センター
医療管理部長

坂田　典史

元気の
お手伝い

Vol.45

医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割

な
医
療
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
医

療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
体
調
が
優
れ
な
い
と
き

に
は
、
ま
ず
は
近
く
の
医
院
・
診

療
所
な
ど
へ
の
受
診
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
の
治
療
が
必
要

な
と
き
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
か

ら
の
診
療
情
報
提
供
書
（
紹
介
状
）

を
持
っ
て
受
診
い
た
だ
く
こ
と
が
、

適
切
な
治
療
を
受
け
る
た
め
に
大

切
で
す
。

　
な
お
、
か
か
り
つ
け
医
が
休
み
の

夜
間
・
休
日
な
ど
の
時
間
外
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー
救
急
外
来
で
は
急
患
対

応
を
し
て
お
り
ま
す
。
当
直
医
１
人

体
制
な
の
で
、
救
急
車
対
応
な
ど
で

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
の

た
め
に
、
受
診
前
に
電
話
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
整
形
外
科

の
完
全
紹
介
制
な
ど
、
で
き
る
だ

け
開
業
の
医
院
、
診
療
所
な
ど
か

ら
の
紹
介
患
者
を
優
先
し
て
診
療

を
行
う
方
針
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
医
院
・
診
療

所
で
軽
症
や
慢
性
疾
患
の
患
者
さ

ん
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
よ
り
重
症
な
人
や
、

手
術
が
必
要
な
患
者
の
診
療
を
担

当
す
る
と
い
う
役
割
分
担
を
明
確

に
し
て
い
く
た
め
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
発
熱

や
軽
い
風
邪
な
ど
で
当
セ
ン
タ
ー
を

受
診
さ
れ
る
人
が
い
ま
す
が
、
病
状

に
緊
急
性
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場

合
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
受
診

を
お
勧
め
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。「『
市
民
』
医
療
セ
ン
タ
ー

な
の
に
診
て
も
ら
え
な
い
の
」
と
不

満
の
声
も
時
々
聞
か
れ
ま
す
。

　
高
度
医
療
の
役
割
を
担
う
医
療

セ
ン
タ
ー
に
軽
症
の
患
者
が
集
ま

る
と
、
本
来
必
要
な
重
症
な
患
者

へ
の
対
応
が
手
薄
に
な
り
、
十
分

　忘年会やお正月と、お酒を飲む機会が増える時期です
が、1 日に適量といわれるアルコールの摂取量を知って
いますか？
　アルコールを多量に摂取すると、胃や食道の動きを抑
え、粘膜も傷つけるため、むねやけ・胃もたれ、胃痛な
どの症状が出やすくなります。また、適量を食前に飲む
ことで食欲が出ることもありますが、1 日の純アルコー
ル摂取の適正な量は 20g 程度と言われています。
Q　アルコールの処理には、どのくらい時間がかかる？
　純アルコールを 1 日 20g（ビール中びん 1 本（500ml））
摂取した場合、処理されるまでには 3 ～ 4 時間かかり
ます。肝臓が 1 日に処理できる純アルコールの量は、
個人差はありますが 60g が限界といわれており、60 ｇ
以上、飲酒をすると肝臓は休む時間がなく、就寝してい
る間も働き続けています。

あなたの肝臓は大丈夫ですか？

　十分な手洗いや適切な食品の取り扱いに注意して感染
を予防しましょう。手洗いの重要な場所は、指先、指の
間、爪の間、親指の周り、手首などです。

ノロウイルス（感染性胃腸炎）に
注意しましょう

Q　�アルコールを飲むと身体の中では、どんなことが起
きている？

　アルコールは毒性なので、早く無害なものに変えよう
とするため、肝臓では、1 時間に約７g ずつアルコール
を最優先で処理します。その時、一緒に食べたもの（栄
養素）は、肝臓での処理ができないことで、血液中に出
されて、アルコールの処理が終わるまで待っているため、
中性脂肪など高くなりやすくなります。
Q　なぜ週 2日の休肝日が必要なの？
　アルコールを処理する際に、肝臓では「アルコール脱
水素酵素」という分解酵素によりアセトアルデヒドに分
解され、毒性の強い代謝産物を排出します。体には、2
日酔いの吐き気・頭痛・顔面が赤くなるなどの症状が現
れます。壊れた肝細胞や臓器の修復のため、4 ～ 6 週間
かけて再生するため、週 2 日の休肝日が必要になってき
ます。

ビール中びん１本（500ml）
日本酒１合（190ml）
焼酎 0.6 合（約 110ml）
ワインボトル 1/4 本（約 180ml）
ウイスキーダブル１杯（約 60ml）

ご飯に換算すると、茶碗１杯分
（100g 程度）の量

・調理器具の消毒
・作業前などの手洗い
・調理する人の健康管理　など

食中毒予防の
ポイント

1 日の適量
（純アルコール量
  20g 程度）
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山　鹿
　山　鹿　山口　二人さん (85)　松本　サヱさん (85)
　　　　　寺澤千代子さん (57)　野田　輝男さん (77)
　　　　　浦鶴　仁平さん (94)　牛原　正昭さん (64)
　　　　　松岡ヒサ子さん (84)　坂本　トミさん (91)
　　　　　山元　睦已さん (58)
　川　辺　中原千代子さん (82)
　八　幡　梶山　森男さん (80)　中川　粒子さん (85)
　　　　　北原　勝子さん (82)　中原　律子さん (66)
　　　　　久保田　稔さん (81)
　平小城　永野トナ子さん (94)
　三　岳　吉里トミ子さん (91)　池田　弘毅さん (76)
　　　　　大坂マサコさん (90)
　三　玉　池上　エムさん (87)　木庭ユキノさん (88)
　　　　　竹下　房江さん (83)
　大　道　内村　　豊さん (104)　倉原　髙弘さん (77)
　　　　　福山　英智さん (71)

１１

鹿　北
　岳　間　森山　守久さん (88)
　岩　野　田中　利道さん (88)　浦田　秀喜さん (61)
　広　見　中村　　久さん (82)　最上　　宏さん (88)
　　　　　酒井　一次さん (91)　中島　一則さん (82)
菊　鹿
　内　田　家入　トミさん (91)　藤原ヤスコさん (94)
　　　　　飯川ツイコさん (91)
　六　郷　吉里　一氣さん (78)　石川　正義さん (94)
　城　北　金光イツコさん (86)　永田　秀澄さん (80)
　　　　　井上キヌコさん (94)　冨田ミエ子さん (75)
鹿　本
　稲　田　緒方　一誠さん (83)
　中　富　福田久實子さん (93)　宇野日出則さん (79)
　　　　　荘山アヤコさん (93)
鹿　央
　千　田　野内　悦子さん (93)　城　　兼壽さん (96)
　米野岳　村上　和美さん (65)
　山　内　永戸　重光さん (81)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿

　山　鹿　古田一
か ず み

二三さん　竹下　穏
し ず く

空さん
　　　　　塩﨑　みうさん　井手　俐

り な

那さん
　　　　　小澄　悠

ゆ う と

人さん　島貫　福
ふ く や

也さん
　　　　　服部　結

ゆ あ

愛さん　川原　希
の の か

華さん
　　　　　山内　美

み う

侑さん
　八　幡　清　英

え い と

衣斗さん
　平小城　有冨　葉

は づ き

月さん
　三　玉　竹田　一

いっぺい

平さん　松葉　柊
しゅうと

叶さん
　　　　　渕上　莉

り こ

子さん
　大　道　朝川　心

み わ

琶さん　山田　　舜
しゅん

さん
　　　　　羽根田安

やすひろ

弘さん　山田　　翔
しょう

さん
　　　　　綾垣　　葵

あおい

さん

※11月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた掲載希望者分を掲載しています

鹿　北

　岩　野　小原　緋
ひ ま り

莉さん
菊　鹿

　城　北　内村　彩
い ろ は

葉さん
鹿　本

　来　民　稗嶋　琉
る あ

愛さん　工藤　空
そ ら と

翔さん
　　　　　豊田　承

よ し き

輝さん　渡邉　　凛
りん

さん
　中　富　小材　悠

ゆ う ま

眞さん
鹿　央

　千　田　竹田　実
み お

桜さん　益田　怜
れ な

奈さん

山　鹿
　山　鹿　谷川　勇二さん♥志水　千里さん
　八　幡　平野　竜太さん♥髙宮　沙織さん
　　　　　豊住　大地さん♥鶴田　佳奈さん
　平小城　杉本　明弘さん♥田中　美穂さん
　三　岳　延　　直樹さん♥古澤　　泉さん
　　　　　前田　高文さん♥藤本真理子さん
　三　玉　藤吉　隆一さん♥髙田　奈月さん
　大　道　内藤久美子さん♥勝田　久貴さん

　　　　　石貫　裕和さん♥星野　　恋さん
　　　　　坂梨　大喜さん♥堀　　千里さん
菊　鹿
　六　郷　岡本　明久さん♥冨田祐佳理さん
　　　　　山品慎太郎さん♥立花　文恵さん
　　　　　永田　朗宏さん♥村上　百合さん
鹿　本
　来　民　西田　有希さん♥上原　唯花さん
　　　　　木村　　壮さん♥岩山　祐子さん
　中　富　後藤　貴司さん♥松村　理恵さん
　　　　　後藤　　浩さん♥中村　香里さん

☜　次ページからの案内板（Information）は P30からご覧ください。
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　最近、健康のた
め散歩をする人が
多く見られます。し
かし、朝夕など暗
い時間の外出はドラ
イバーから見えづら
く、交通事故の原
因となる場合があり、特に高齢者の交
通事故が多く発生しています。外出時
は、明るい服装、反射材などで交通
安全を心がけましょう。
問総務課　☎ 43 ‐ 1117

反射材を
活用しましょう !!

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）
11/6 平成 24 年度八千代座交流施設前広場整備工事 山鹿地内 ㈲中村工務店 19,681,200
11/6 平成 24 年度大宮町上水道配水管更新工事 大宮町地内 ㈱誠工社　山鹿支店 17,398,500

11/6 平成 24 年度岩野地区簡易水道長生水源地浄水
設備工事 鹿北町岩野地内 理水科学㈱　福岡支店 65,625,000

11/6 平成 24 年度方保田第二水源地築造工事 方保田地内 ㈲野中建設 18,480,000

11/6 災補河第 1016 号男岳川災害復旧工事 ･災補道
第 1044 号男岳線災害復旧工事（合冊） 鹿北町岩野地内 藤工業㈱ 7,464,240

11/6 災補河第 1017 号荒平川災害復旧工事 鹿北町多久地内 荒川建設㈱ 6,651,750
11/6 災補道第 1027 号松尾米原線災害復旧工事 菊鹿町米原地内 ㈱ハタノ 12,285,000

11/6 災補道第 1033 号刀落線災害復旧工事・刀落線
単独災害復旧工事（合冊） 鹿北町岩野地内 ㈲古田建設 6,745,200

11/6 災補道第 1034 号長生線災害復旧工事・災補道
第 1035 号長生線災害復旧工事（合冊） 鹿北町岩野地内 荒川建設㈱ 14,547,750

11/6 災補道第 1036 号曲野村中線災害復旧工事・本
多久入道線単独災害復旧工事（合冊） 鹿北町多久地内 荒川建設㈱ 6,058,500

11/6 災補道第 1042号竹の谷村中４号線災害復旧工事 鹿北町岩野地内 ㈲中村工務店 6,102,600
11/6 来民今古閑線道路整備工事 鹿本町来民地内 ㈱栄進工業 10,867,500
11/6 中道栗林線道路整備工事 山鹿地内 ㈲阿蘇品組 16,012,500
11/6 災補道第 1037 号開山線災害復旧工事 鹿北町椎持地内 ㈱古城建設 5,145,000
11/6 山鹿大橋志々岐線道路整備工事 南島地内 豊田産業 5,467,350
11/6 山鹿中学校管理・特別教室棟耐震改修工事 山鹿地内 ㈱プランニング匠 46,441,500
11/6 鹿北中学校管理・特別教室棟耐震改修工事 鹿北町四丁地内 ㈲芋生工務店 58,506,000
11/13 山鹿市生ごみ堆肥化施設整備工事 鹿本町高橋地内 飯塚電気工業㈱ 57,067,500
11/20 来民小学校屋内運動場耐震改修工事 鹿本町御宇田地内 ㈱藤本建設 34,335,000
11/20 千田小学校屋内運動場耐震改修工事 鹿央町千田地内 ㈲大栄建設 18,060,000
11/20 米野岳小学校屋内運動場耐震改修工事 鹿央町合里地内 ㈲井上組 9,912,000

11/20 内田小学校管理特別教室棟・屋内運動場耐震改修工事 菊鹿町上内田地内 ㈱牧野組 7,980,000

11/20 城北小学校屋内運動場耐震改修工事 菊鹿町松尾地内 田中建築 6,405,000
11/20 山鹿市鹿北体育センター耐震改修工事 鹿北町四丁地内 ㈲ヘルツ建設興業 32,235,000
11/20 平成 24 年度緑町汚水枝線管渠築造工事 山鹿地内 ㈲中村工務店 18,375,000
11/20 平成 24 年度桜町２号マンホールポンプ施設工事 山鹿地内 旭電業㈱ 11,760,000

11/20 平成 24 年度菊鹿東部Ⅱ期地区中継ポンプ施設（その１）工事
菊鹿町宮原・阿佐古・
上永野地内 開成工業㈱ 20,968,500

11/20 平成 24 年度菊鹿東部Ⅱ期地区中継ポンプ施設（その２）工事 菊鹿町五郎丸地内 九州ﾃｸﾆｶﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ㈱ 17,698,800

11/27 平成 24 年度方保田第二水源地電機設備工事 方保田地内 飯塚電気工業㈱ 94,888,500

入札結果の報告（11 月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）問総務課監理検査室　☎ 43‐ 1118

⃞

▲

訂正とおわび
12 月１日号 28 ページ「入札結果の報告（10 月分）」の工事場所に誤りがあり
ました。正しくは、「芋生線道路改良工事の場所は鹿北町芋生地内」「下吉田
宮苑線道路整備工事の場所は下吉田地内」です。訂正してお詫びします。

　農用地区域からの除外および農用地区域への編入を希望する人の受け付
けを行います。
◦�受付期間　２月１日㈮〜 28 日㈭（土日・祝日を除く）
◦�受付時間　午前 8時半〜午後５時　◦�受付場所　農林企画課
※�農地を転用するとき、その土地が農振農用地区域である場合、農地転用許
可申請の前に、農用地区域から除外する必要があります。除外には法律に基
づく要件があり、要件を満たさないときは除外できない場合もあります。

問�農林企画課　☎ 43 ‐ 1532

お知
せら

農業振興地域整備計画の
変更を受け付けます

お知
せら
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今月の納税・保険料
◦市県民税（第４期）
◦国民健康保険税（第８期）
◦後期高齢者医療保険料（第７期）
◦納期限　１月 31 日㈭
夜間・休日収納窓口
◦夜間　１月 29 日㈫〜 31 日㈭
 （平日）  午後５時半〜 ８時
◦休日　１月 13 日㈰
 （日曜）　午前９時〜午後５時
◦場所　税務課
※納税は便利な「口座振替」をご利
用ください。申込書は各金融機関に
備えてあります。
問税務課収納係　☎ 43 ‐ 1144

確定申告の相談は電話相談センター「０」番へ！
　熊本国税局では、１月 21 日㈪から３月 15 日㈮までの期間、「確定申
告相談センター」を開設し、所得税、消費税および贈与税の確定申告に
関するご相談などに電話でお答えします。
　税務署の代表電話（☎ 44 ‐ 2181）にかけると自動音声案内でご案内
しますので、「０」番を選択し用件をお話しください。
　時間によっては電話がつながりにくい場合やお待ちいただく場合があ
りますのでご了承ください。

公的年金収入のある人の確定申告について
　公的年金などの収入金額の合計が 400 万円以下で、かつ公的年金など
に係る雑所得以外の所得合計が 20 万円以下の場合には、所得税につい
て確定申告する必要はありません。ただし、この場合でも、所得税の還
付を受けるためには確定申告書を提出する必要があります。また、所得
税の確定申告書の提出を必要としない場合でも、市県民税の申告は必要
ですので、市の申告会場へお越しください。

所得税の還付申告はお早めに
◦�還付申告できる人
　①�平成 24 年中に中途退職した給与所得者で、源泉徴収税を納めすぎ
ている人

　②年末調整が済み、各種所得控除や税額控除を追加する人
※申告書は、１月４日㈮から山鹿税務署に提出することができます。

問山鹿税務署　☎ 44 ‐ 2181

「行政書士」が、専門的に対応する事とは･･･。（一部業務のみ記載）

福澤 行政書士 法務 事務所 行政書士：福澤　慶介（フクザワ ケイスケ）
電話：（０９６８）４２－８４１１
所在：山鹿市 鹿校通り １丁目８番30号

※官公署へ提出する書類から、みなさまの「権利や義務」に関する
　「書類の作成 (相談なども)」や「手続き」等を専門に行います。

・相続に関すること
・遺産分割に関すること
・相続人に関すること
・その他ご相談について　など

・建設業に関する許可　全般
    ( 新規・更新・追加・変更・その他 )
・事業年度終了届　作成
・経営事項審査（入札関係）手続き 全般
・その他（業法に関する相談） など

・「熊本　行政書士　福澤」
・「熊本　建設業許可　福澤」

山鹿地域の確定申告・市県民税
申告会場が変わります

　これまで山鹿地域の申告を受
け付けていた会場を、新庁舎建
設のための解体に伴い勤労青少
年ホームから山鹿市総合体育
館（カルチャースポーツセンター内）
に変更します。
　対象地域の皆さんにはご迷惑
をおかけしますが、よろしくお
願いします。
　詳しい申告日程や会場について
は、広報やまが２月号に掲載します。
問�税務課市民税係　☎ 43‐ 1120

　山鹿市が平成 25・26 年度に行う
小規模な工事および修繕（契約の金
額が 50 万円以下）の見積りに参加
希望する事業者の登録制度です。
　今回の提出は、新たな２カ年分の
受け付けですので、すでに提出して
いる業者も、再度提出が必要です。
◦�申請できない事業者　
①�成年被後見人若しくは被保佐人ま
たは破産者で復権を得ない者　
②�市内に主たる事業所または住所を
有しない者　
③�山鹿市の競争入札参加資格者名簿
に登録されている者　
④市税に未納がある者　
⑤�その他契約の相手方として不適当
と認められる者

◦�登録できる業種　建設業法に掲げ
る 28 業種のうち、３業種まで

◦�受付期間　２月１日㈮～２月28日㈭
◦�受付場所　市役所３階監理検査室
◦�提出書類　
①小規模工事等契約事業者
　登録申請書
②�法人事業者は登記簿謄本、個人事
業者は住民票　
③�登録する業種を履行するために必
要な資格、許可等が必要な場合は、
当該資格、許可等を証明する書類
の写し　
④�市税に未納がない旨の証明書（納
税証明書）

◦�提出方法　申請書は、監理検査室
窓口へ持参してください

★ホームページに掲載しています。
問総務課監理検査室　☎ 43 ‐ 1118

小規模工事等契約事業者
登録申請書の受け付け

お知
せら
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◦�勤務場所　山鹿市内の市立小中学校など
◦�業務内容　①複式学級での学習指導（教員免許を有する人）②日常生活
での介助を必要とする児童生徒への医療的支援（看護師または准看護師
資格を有する人）③児童生徒の学習支援のための担任補助④不登校解消
などの児童生徒支援⑤学校での事務補助員⑥学校給食臨時調理員

◦�任用期間　４月１日㈪から（更新により平成 26 年３月 31 日まで）
◦�保険等　健康保険、厚生年金、雇用保険、災害補償制度（労災保険等）
◦�申し込み方法　市販の履歴書に希望職種・必要事項を明記し、持参また
は郵送してください。※�資格を有する人は証明書の写しを添付してください。

◦�募集期限　１月 31 日㈭
問�教育総務課　☎ 43 ‐ 1391

　肝炎患者やその家族が互いに気軽
に話せる機会です。肝炎治療などに
ついての情報交換を通して、不安や
悩みを解消することを目的に開催し
ます。参加費無料。事前の申し込み
は不要です。
◦�日時　２月１日㈮午後１時半〜午
後４時

◦�場所　熊本県玉名地域振興局（玉
名市岩崎 1004-1）

◦�内容　専門医から肝炎の最新治療
の話、自由に情報交換する「語ら
いの時間」など

問熊本県健康危機管理課
　☎ 096 ‐ 333 ‐ 2783

　平成24 年10 月から市内全域で防
災行政無線の運用を開始しています。
防災行政無線では、以下の放送を行
います。
災害（暴風雨に伴う住民避難、火災な
ど）の一斉周知に関すること・人命救
助にかかる捜査協力に関すること・行
政事務の周知および連絡に関すること
　なお、火災や災害発生時など緊急
時には、夜間でも放送します。
　また、以下については、防災行政無
線で国から直接一斉放送されます。
緊急地震速報（県内で震度５弱以上
の地震のおそれがある場合・武力攻
撃事態（ミサイル・ゲリラ攻撃など）に
伴う緊急情報
　市民の皆さんのご理解をお願いします。
問総務課　☎ 43 ‐ 1117

◦�資格　昭和 47 年４月２日以降生まれで、診療情報管理士の資格を有し、
病院で診療情報管理士としての実務経験が２年以上ある人

◦�採用　平成 25 年４月１日　1名程度
◦�応募方法　採用試験申込書に必要事項を記入後、持参または郵送（簡易
書留）で提出してください。採用試験申込書は、山鹿市民医療センター
総務課で配付または当院ホームページに掲示しています。

◦�選考方法　筆記試験・面接試験
◦�試験日時　１月 20 日㈰　午前 8時半集合
◦�試験会場　山鹿市民医療センター　◦�申込期限　１月10日㈭午後5時必着
◦�提出書類　試験申込書、履歴書、面接カード、成績証明書、資格証の写し
※�具体的な資格や処遇などについては、お問い合わせください。
問山鹿市民医療センター　総務課　☎ 44 ‐ 2185

　事業主に障がいのある人の雇用に対する理解を深めてもらうことを目的
とした研修会です。
◦�日時　１月31日㈭午後３時〜５時　◦�場所　ひだまり
◦�内容　精神障がい者に対するジョブコーチ支援について・就労移行支援
事業所の取り組みについて・意見交換

問�熊本県北部障害者就業・生活支援センターがまだす　☎ 25 ‐ 1899

常勤職員募集
診療情報管理士

募集

臨時職員募集募集

鹿本圏域障がい者就労支援研修会お知
せら

防災行政無線の
運用について

お知
せら

肝炎患者サロンを
開催します

お知
せら
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※お申し込み多数の場合は抽選になります。
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コース 内　容 授　業 時　間 期　間

Aパソコン
　入門

パソコンの基礎から写真
データの活用などを教えま
す。（初心者向け )

10 回
（20時間)

10：00〜12：00
（月・水・金）

２月20日㈬～
３月13日㈬

Bワード
　基礎

ワードの基本的活用を教え
ます。（ハガキ・案内状作
成など）

10 回
(20時間 )

13：00〜15：00
（月・水・金）

２月20日㈬～
３月13日㈬

Cワード
　応用

ワードの実践的活用を教え
ます。（ビジネス文書・チラ
シ作成など）

10 回
(20時間 )

19：00〜21：00
（月・水・金）

２月20日㈬～
３月13日㈬

Dエクセル
　基礎

エクセルの基本的活用を教
えます。（住所録・家計簿
作成など）

10 回
(20時間 )

13：00〜15：00
（火・木）

２月19日㈫～
３月21日㈭

Eエクセル
　応用

エクセルの実践的活用を教
えます。（関数・グラフの
作成など）

10 回
(20時間 )

19：00〜21：00
（火・木）

２月19日㈫～
３月21日㈭

◦�申込期間　１月７日㈪～ 31日㈭（土日祝日を除く、午前８時半〜午後５時）
◦�申し込み方法　中央公民館および各教育分室にチラシ・申込書を用意し
ていますので、必要事項を記入して提出してください。
※�電話での申し込みも受け付けます。
◦�開催場所　鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」１階パソコン室
◦�受講資格　山鹿市にお住まいの人、山鹿市に勤務・在学している人
※�定員 18 人（申込者が多い場合は、抽選します）
◦�受講料　１コースにつき 3,000 円（納付書を初日に配布します）
※�教科書代（約 1,500 円）は受講料とは別に必要です (希望者 )
◦�その他　パソコンの持ち込みも可能です。
※�受講申込者が著しく少ない場合は、開講できません
問社会教育課　☎ 43 ‐ 1651

◦�対象　新たに農業で生計を立てることを目指す人や、農産物販売を目的とし
た農業経営を目指す人（63 歳以下、同一世帯から複数の応募はできません）

◦�研修期間　４月 11 日㈭〜 12 月 11 日㈬
◦�研修内容　①栽培技術講義および農業経営に必要な知識習得のための講
義など②特別セミナー（農業の新しい技術や専門的な栽培管理技術、就
農に必要な農業情報など）

◦�受講料　無料　◦�申込期間　１月15日㈫〜２月５日㈫
問�熊本県立農業大学校　☎ 096 ‐ 248 ‐ 6600

介護保険課
①情報処理員（高卒程度でパソコン
のワード・エクセルなどの操作ができ
る人②介護支援専門員（総合相談業
務、介護予防ケアマネジメント業務、
要介護認定調査）③看護師（総合相
談業務、介護予防事業、要介護認定
調査）④管理栄養士（介護予防事業）
⑤保健師（総合相談業務、介護予防
ケアマネジメント業務）
健康増進課
①情報処理員（高卒程度でパソコン
のワード・エクセル等の操作ができる
人②管理栄養士（母子健診、特定保
健指導等による家庭訪問、保健・栄
養指導等）③保健師（母子健診、特
定保健指導等による家庭訪問、保健・
栄養指導等）
国保年金課
①情報処理員（高卒程度でパソコンの
ワード・エクセル等の操作ができる人
◦�勤務時間　平日の午前９時から午
後４時まで（週 30 時間以内）
※昼休み１時間
◦�雇用期間　平成 25 年４月１日か
ら平成 26 年３月 31 日までの１
年間

◦�受付期間　平成25年２月８日㈮まで
（平日の午前８時半～午後５時）

◦�申し込み方法　　市販の履歴書に
必要事項を記入し、資格免許証の
写しを添えて、希望する課へ郵送
または持参してください。
※詳しくはお問い合わせください。
問介護保険課　☎ 43 ‐ 1077
　健康増進課　☎ 43 ‐ 0050
　国保年金課　☎ 43 ‐ 1527

平成 24 年度後期
パソコン教室受講生募集

平成 25 年度
非常勤職員募集

募集

新規就農支援研修生
募集

募集

募集
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎１/21、22、23、24、25　５日間開催　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中
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◦�期間　２月６日㈬〜 27 日㈬
　毎週水曜日　午後７時〜９時
◦�場所　鹿本ふれあいセンター
◦�対象者　市内在住で毎回出席でき
る人

◦�定員　20 人
◦�参加費　1,000 円
◦�申込期限　１月 31 日㈭
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

１月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、
八千代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金

 １日㈷ 休館日

 ９日㈬ 休館日

20日㈰ 第23回山鹿少年少女合唱団定期公演 日中 無料

25日㈮ 第 12 回山鹿小学校八千代座公演 日中 無料

27日㈰ 八千代座・冬の映写会５ 日中 有料

◦�日時　１月 20 日㈰午後２時開演
（午後１時半開場）

◦�場所　八千代座
◦�入 場 料　一般 500 円、小・中・
高校生 300 円（前売り券発売中）

◦�ゲスト　山鹿中学校合唱部、山鹿
小学校音楽部、米田小学校合唱部

問文化課　☎ 43 ‐ 1691

◦�期間　１月16日㈬〜１月20日㈰　◦�時間　午前 10 時〜午後７時半
◦�場所　温泉プラザ山鹿３階　◦入場料　無料
【体験教室】肥後象がんペンダント・ストラップ作り
◦�期日　１月 20 日㈰　
◦�時間　①午前 11 時〜②午後１時〜③午後２時半〜
◦�定員　各時間帯で３人程度　◦�料金　3,500 〜5,500 円（送料込み）
※�電話予約制（空きがある場合当日会場で午後２時まで受け付け）
問熊本県伝統工芸館　☎ 096 ‐ 324 ‐ 4930

八千代座開業記念日「鏡開き」
　１０２回目の八千代座開業日に鏡開きを行います。今年も東
通町親和会が、おいしいぜんざいを振る舞われます。
◦�日時　１月 11 日㈮午前 10 時

八千代座・冬の映写会５

　巨匠黒澤明監督の名作映画をお楽しみください。
◦�日時　１月 27 日㈰午前 10 時
◦�上映作品　「生きる」「天国と地獄」「酔いどれ天使」「羅生門」
◦�入場料　１作品のみ　500 円
　　　　　４作品観られる共通券　1,000 円

　年々増加している「糖尿病」。重症
化すると人工透析や失明につながるこ
ともある病気です。糖尿病を予防する
ために、保健医療連携の必要性につ
いての講演、保健・医療関係者や患
者会からの活動などを紹介します。
◦�日時　１月 19 日㈯午後２時
◦�場所　かんぽの宿　山鹿
◦�入場料　無料
※�参加を希望する人は、山鹿保健所
へご連絡ください。

問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

熊本県伝統工芸館巡回展
in 山鹿

来民うちわ製作教室

第 23 回山鹿少年少女
合唱団定期演奏会

催し 催し

糖尿病フォーラムを
開催します

催し

募集
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定例相談 仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①正・准看護師　13 万 5千円〜
②介護職　12 万円
③受付・施術補助　13 万円〜
④事務職員　14 万円
⑤鮮魚係　15 万円〜
⑥調理　13 万 250 円〜
⑦給食係　12 万 2千円
⑧菓子製造工　10 万 9千 704 円〜
⑨釣具の製造　12 万 787 円
⑩営業係　17 万円〜
⑪医薬品配置販売員　14 万 2千円
⑫コンクリート技士　18 万円〜
⑬大型ダンプ運転手　21万2千500円
Yパート
①正・准看護師　時給 900 円
②看護助手　時給 700 円〜
③一般事務　時給 653 円〜
④調理係　時給 700 円
⑤食品部門　時給 698 円〜
⑥保育士　時給 900 円〜
⑦美容師または補助　時給 800 円〜
⑧清掃スタッフ　時給 690 円
※�車をご利用の方は、センター裏の

駐車場をご利用ください。バスを
ご利用の方は、山鹿バスターミナ
ルが最寄りのバス停です。

問�山鹿市地域職業相談室（山鹿老人
福祉センター2階）　☎４3‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。

税務相談
◦日時　１月９日㈬
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北総合支所市民生活課
　☎ 32 ‐ 3111

年金出張相談
◦�日時　１月９日㈬・23 日㈬
　市役所１階会議室
　午前 10 時〜午後３時
　（正午〜午後１時を除く）
※相談日の５日前までに電話で予約
をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　１月 10 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　毎月第２・第４木曜日
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問介護保険課地域包括支援センター
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所別館（商工課内）
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43 ‐ 1413

社会保険労務士労働相談
◦日時　１月８日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所別館２階会議室
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。相談は、どこの会場でも受
けることができます。

【山鹿】
　①一般相談　１月 11 日㈮
　②�司法書士相談　１月 18 日㈮
　　　　　　　　　要予約
　③法律相談　１月 25 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　   社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　１月 10 日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696

【菊鹿】
　①一般相談　１月９日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　   ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060

【鹿本】
　①一般相談　１月８日㈫
　②法律相談　１月 22 日㈫要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　１月７日㈪
　②�司法書士相談（多重債務・青年

後見）　１月 21 日㈪要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
※相談の時間は、下記のとおりです。
一般相談
　午前 9時〜正午
司法書士相談、法律相談
　午前 10 時〜正午
※�司法書士相談、法律相談は事前予

約が必要です。
問社会福祉協議会本所  ☎ 43 ‐ 1134

アルコール依存症相談日
◦日時　１月17日㈭午後７時〜９時
◦場所　ひだまり◦主催　断酒友の会
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052
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＊都合で変更になる場合があります。( 鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、地域の小中学校などでのハンドボール教室の開
催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

１
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 ( 曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

６日㈰ もろとみ医院 /幸村医院 岩下薬局 /鹿本中央調剤薬局

13 日㈰ 山鹿中央病院 城北中央薬局

14 日㈷ 星田内科医院 /松永整形外科リウマチ科 岩下薬局 /まつ薬局

20 日㈰ 中川医院 /はとの眼科クリニック 岩下薬局 /ココノエ薬局

27 日㈰ 桑木内科 /藤原クリニック 岩下薬局

案内板（Information）
はこちら側からご覧ください　☞

第37回　日本ハンドボールリーグ
　熊本大会

１月 14日（祝）山鹿市総合体育館
15：00 ～　オムロン　対　ソニーセミコンダクタ

１月 26日（土）山鹿市総合体育館
15：25 〜　オムロン　対　北國銀行

入場料
前売り　大人 800 円・中高生 300 円
当日　　大人 1,000 円・中高生 500 円
小学生以下無料

【問い合わせ先】　山鹿市総合体育館　☎ 43 − 0090

　オムロンハンドボールチームが第 37 回日本ハンドボー
ルリーグで開幕から 7 連勝し、首位を守っています。
　１月 14 日㈷と 26 日㈯には、山鹿市総合体育館で試合
が行われます。
　人もボールも高速で動き、スピーディーな試合展開で目
が離せないハンドボールの試合を間近で見てみませんか。
　山鹿の皆さんの大きな声援でチームの勝利を後押ししま
しょう。
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山鹿市教育委員会広報

第20号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３−１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

４
面
の
壁
画

～
山
内
小
学
校
体
験
活
動
～10

月
30
日

　
山
内
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
の

児
童
23
人
が
、
九
州
自
動
車
道
下
の
ト

ン
ネ
ル
（
学
校
か
ら
姫
井
方
面
へ
の
通

学
路
）
の
壁
に
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
西
日
本
高
速
道
路
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
㈱
か
ら
相
談
が
あ
り
行
っ

た
も
の
で
、全
学
年
児
童
に
案
を
募
り
、

「
山
内
小
の
自
慢
」「
大
好
き
体
験
」「
笑

顔
い
っ
ぱ
い
夢
い
っ
ぱ
い
」「
地
域
と

な
か
よ
し
」の
４
枚
の
原
画
を
作
成
し
、

縦
１
．
８
メ
ー
ト
ル
、
横
３
メ
ー
ト
ル

の
壁
画
の
色
塗
り
に
挑
戦
、
約
２
時
間

か
け
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　
画
用
紙
に
色

を
塗
る
の
に
は

慣
れ
て
い
て

も
、
壁
面
に
ペ

ン
キ
で
塗
る
の

は
初
め
て
で
、

参
加
し
た
児
童

は
「
こ
ん
な
大

き
な
絵
は
初
め

て
」「
最
初
は

う
ま
く
塗
れ
な

軍手、雨がっぱ、靴はビニール袋で包んで作業

上手に描けました

平
成
25
年
山
鹿
市
成
人
式

●
　

日
時
：
１
月
14
日
（
月
・
祝
）
10
時
開
式

●
　

場
所
：
山
鹿
市
総
合
体
育
館

か
っ
た
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
ま
し

た
」「
み
ん
な
と
協
力
し
て
色
塗
り
が

で
き
、
山
内
小
の
自
慢
が
絵
に
な
っ
て

う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、地
元
の
老
人
会
長
か
ら
は
「
す

ば
ら
し
い
絵

が
で
き
て
い

る
。
地
域
の

皆
さ
ん
に
見

て
も
ら
い
た

い
」
と
の
う

れ
し
い
声
を

も
ら
い
ま
し

た
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

公
民
館
講
座
発
表
会
「
市
民
の
集
い
」

●　
日
時
：
２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　

10
時
～
17
時
（
17
日
は
16
時
ま
で
）

●
　

場
所
：
山
鹿
市
鹿
本
生
涯
学
習
・

　
　
　
　

健
康
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
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山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」

　山鹿市教育委員会は、熊本県鹿本教育事務所と共同で、夢のある魅力ある山鹿市の教育を目指して山鹿市教
育創造「夢プロジェクト」を計画し、23 年度と 24 年度に取り組みました。

【具体的取り組み計画】
　夢のある魅力ある山鹿市の教育を目指し、日常の授業改革と教職員が本務に従事できる校務改革により、学
校、地域社会の活性化を図るとともに、各種研修会等を通じて「教師・児童生徒・学校・地域社会・教育行政」
の質を高める取り組みを行う。

①　山鹿市教育委員会・校長・教頭等教育講演会
　　講師：若月　秀夫　氏（東京都品川区教育長）
　　演題「学校改革への挑戦」

山鹿市教育創造　「夢プロジェクト」24 年度の取り組み

学
校
を
変
え
る
、
教
師
を
変
え
る
た
め
に
今
何

が
必
要
か
を
学
校
選
択
制
、
外
部
評
価
制
度
、

小
中
一
貫
教
育
な
ど
、
先
進
的
と
も
い
え
る
品

川
区
の
学
校
改
革
に
学
ぶ

②　山鹿市教育センター全体研修会
　　講師：西留　安雄　氏
　　　　　（前東村山市立大岱小学校長）
　　演題「学びを起こす学校改革」

学
校
改
革
の
た
め
に
、
ど
こ
か
ら
、
だ
れ
が
、

ど
の
よ
う
に
行
え
ば
い
い
か
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
。

学
校
を
変
え
た
11
の
秘
訣
、
会
議
な
ど
を
精
選

す
る
、
子
ど
も
の
学
ぶ
力
を
高
め
る
取
り
組
み

な
ど
を
学
ぶ

③　「夢プロジェクト」講演会Ⅰ
　　講師：小菅　正夫　氏（前旭山動物園長）
　　演題「マネジメントは動物園に学べ」

何
事
も
常
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
現
状

維
持
は
後
退
で
あ
る
。
不
易
と
流
行
を
常
に
意
識
す
る

こ
と
が
必
要
。
理
想
の
動
物
園
を
夢
見
て
全
員
が
危
機

感
を
共
有
し
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
実
行
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
学
ぶ

④　山鹿市青少年健全育成大会
　　　（「夢プロジェクト」講演会Ⅱ）
　　講師：前田　千秋　氏、堀江　千恵子　氏
　　　　　（秀岳館高等学校和太鼓部顧問）
　　演題「一人はみんなのために　みんなは一人のために」

青
少
年
の
健
全
育
成
と
夢
に
向
か
っ
て
限
り
な

く
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。
あ
い
さ
つ
や
マ

ナ
ー
、
ま
た
感
謝
す
る
心
を
持
つ
こ
と
に
力
を

入
れ
た
教
育
、
和
楽
器
を
通
し
て
の
人
間
形
成

の
活
動
に
学
ぶ

こんなお話も…

お客さんは本当に動物のことを知っているのかという疑問
を抱いたので質問してみると
小菅『キリンに角があるのを知ってますか？』
客『知ってますよ』
小菅『子どもの時は３本、大人になると５本、最後は７本
生えます』
客『えっ？』（驚きの声）
動物たちのことをもっと伝えようと独自の手書き看板を作
成されたそうです
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響
き
わ
た
る
和
太
鼓

山
鹿
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

（
山
鹿
市
教
育
創
造
「
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
講
演
会
Ⅱ
）11

月
10
日

　
あ
ん
ず
の
丘
多
目
的
体
育
館
で
「
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、青
少
年
健
全
育
成
活
動
に
携
る
約
３
６
０
人
が一
堂

に
会
し
ま
し
た
。

　
意
見
・
実
践
発
表
の
部
で
は
、上
田
莉り

ほ穂
さ
ん
（
鹿
本
中
）が
、家
族
が
ド

ナ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
の
悩
み
と
自
身
の
思
い
を
堂
々
と
語
り
、

杉
坂
健
太
郎
君
（
鹿
北
中
）ほ
か
４
人
、橋
本
つ
く
し
さ
ん
（
鹿
本
商
工
高
）

と
久
和
あ
ゆ
み
さ
ん
（
同
）、

古
閑
悟
君
（
同
）ほ
か
７
人

が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、秀
岳
館
高
等
学
校

和
太
鼓
部
顧
問
の
前
田
千
秋

先
生
・
堀
江
千
恵
子
先
生
に

よ
る
記
念
講
演
が
あ
り
、全

国
高
校
総
合
文
化
祭
に
お
い

て
日
本
一
に
輝
き
、海
外
で
も

日
本
代
表
と
し
て
演
奏
し
て

い
る
「
伝
承
芸
能
雅
太
鼓
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。部
員

た
ち
の
大
き
な
掛
け
声
と
と

も
に
規
律
正
し
く
迫
力
の
あ

る
和
太
鼓
の
響
き
が
会
場
全

体
を
魅
了
し
ま
し
た
。

生
き
生
き
と
英
語
で
表
現
！

第
40
回
熊
本
県
中
学
校
英
語
暗
唱
大
会

11
月
20
日

　

熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
暗
唱
大
会
に
、
山

鹿
市
代
表
と
し
て
３
校
８
人
の
生
徒
が
出
場

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
教
科
書
教
材
を
十

分
に
理
解
し
暗
唱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英

語
を
話
す
こ
と
に
自
信
を
持
た
せ
る
と
と
も

に
、
英
語
を
使
っ
た
自
己
表
現
力
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
10
月
の
市
大
会
で
見
事
優
勝
し
た
各
学
年

の
代
表
生
徒
た
ち
は
、
県
大
会
で
多
く
の
聴

衆
を
前
に
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
、

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
授
業
や

部
活
動
な
ど
の
合
間
に
、
英
語
科
の
先
生
や

山
鹿
市
に
配
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
と
と
も
に
熱
心
に
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
３
学
年
代
表
の
菊
鹿
中
生
徒
は
「
県
大
会

の
会
場
は
思
っ
た
以
上
に
広
く
緊
張
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
発
表
が
終
わ
っ
た
後
大
勢
の

人
か
ら
拍
手
が
あ
り
、
や
り
遂
げ
た
、
と
い

う
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
英
語
学
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

和太鼓演奏に子どもたちも飛び入りで参加

県大会山鹿市代表発表

市大会出場者とＡＬＴ　
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元
気
に
歩
い
て

秋
を
満
喫
！

第
８
回
肥
後
古
代
の
森

鞠
智
城
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

11
月
23
日

　
歴
史
公
園
鞠
智
城
を
散
策
し
、
五
感
に
心

地
よ
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
多
く
の
人
と

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
心
身
の
健

康
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
の
風
土
・
歴
史
・
文

化
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
た
大
会
で
す
。

　
県
内
外
か
ら
２
２
０
人
が
参
加
が
あ
り
、

こ
ろ
う
君
体
操
で
体
を
温
め
た
あ
と
、
一

般
コ
ー
ス
（
約
4
キ
ロ
）
と
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
（
約
２
キ
ロ
）
に
分
か
れ
て
出
発
。

参
加
年
齢
は
、
1
歳
か
ら
93
歳
と
幅
広
く
、

秋
の
城
内
を
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
元
気

に
歩
く
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
し
た
参

加
者
た
ち
は
「
と

て
も
良
い
コ
ー
ス

で
楽
し
か
っ
た
」

「
来
年
も
参
加
し
た

い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
菊
鹿

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
長
の
木
村

ゆ
み
子
さ
ん
は
「
多

く
の
小
中
学
生
が

参
加
し
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て

中
学
生
が
と
て
も

が
ん
ば
っ
て
く
れ
、

次
世
代
を
担
う
若

い
人
た
ち
を
頼
も

し
く
思
い
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

鞠智城のイメージキャラクター
ころう君の合図でスタート

みんな揃って はい ちーず

〈
県
大
会
出
場
校
お
よ
び
生
徒
〉

１
学
年
代
表　
　

　

菊
鹿
中
学
校　
　
　

浦う

ら

た田
う
ら
ら
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

立た
ち
ば
な花　

千ち

か夏
さ
ん

２
学
年
代
表

　

米
野
岳
中
学
校　
　

上あ

が

の野　

翔し
ょ
う
ご吾
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒さ

か

い井　
　

彩あ
や

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本ほ

ん

だ田　
　

瞳ひ
と
み

さ
ん

３
学
年
代
表

　

菊
鹿
中
学
校　
　
　

佐さ

と

う藤　

廷た
か
の
り至
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　

德と
く
ま
る丸　

夕ゆ

か夏
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡お
か
や
ま山
あ
さ
ひ
さ
ん

市大会出場者とＡＬＴ　

山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」
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861-0592
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市
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ホ
ー

ム
ペ
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広
報

や
ま

が
　

N
o.145　

2013
年

1
月

1
日

号
（

毎
月１日

発
行

）
エ

コ
マ

ー
ク

認
定

の
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード

あ
と
が
き

♬
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
て
広

報
や
ま
が
も
少
し
だ
け
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
を
目
指
し

て
今
年
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
♬
皆
さ
ん
は
今
年
の
目
標
を
た

て
ま
し
た
か
？
私
の
今
年
の
目
標

は
、
体
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

階
段
を
の
ぼ
っ
て
息
切
れ
す
る
自

分
の
体
が
最
近
心
配
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を

始
め
て
み
て
も
長
続
き
し
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
ま
ず
は
自
分
に

あ
っ
た
い
い
運
動
法
を
見
つ
け
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
（
有
）

応募時に３歳までのお子さんを
紹介するコーナーです

掲載を希望する人は、
写真とメッセージ・住
所・氏名・生年月日を
書いて、山鹿市役所秘
書課へ郵送するか持参
してください。

♡メッセージ
　仲良し双子♪
　虎太郎お兄ちゃん大好きだよー !!

♡メッセージ
　双子のお兄ちゃんとしてがんばります !!
　もも、ななちゃん大好きだよー♡

（H23.2.25生まれ）
名塚（山鹿）

はしぐち

橋口　ももこちゃん
（H20.11.17 生まれ）

名塚（山鹿）

はしぐち　　　こたろう

橋口　虎太郎ちゃん

（H23.2.25生まれ）
名塚（山鹿）

はしぐち

橋口　ななこちゃん

　「
ゆ
〜
か
む
山
桜
弁
当
」
は
、
山

鹿
の
お
米
、
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
て
い
て
ほ
と
ん
ど
の
材
料
が
山

鹿
産
。旬
の
野
菜
を
使
い
、愛
情
た
っ

ぷ
り
こ
め
て
手
作
り
し
た
お
ふ
く
ろ

の
味
を
楽
し
め
る
お
弁
当
で
す
。

　
味
付
け
は
だ
し
か
ら
し
っ
か
り
取

る
な
ど
手
間
隙
か
け
て
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
お
弁
当
の
詰
め
方
も
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
見
た
目
も
お
い
し
そ

う
に
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
駅
弁
の
よ
う
に
山
鹿
へ
行
け
ば
食

べ
ら
れ
る
、
こ
の
お
弁
当
を
食
べ
る

た
め
に
山
鹿
へ
行
き
た
い
!!
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

幸の国健康館ゆ〜かむ
館長　陶山えつ子さん

ゆ
〜
か
む
山
桜
弁
当

　
山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
経
済
振
興
委
員
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
問
☎
46
‐
２
１
４
１

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（広聴広報係）

■人の動き
人口 25 人減りました 56,047 人
男性 5 人減りました 26,350 人
女性 20 人減りました 29,697 人
世帯数 9 世帯増えました 21,331 世帯
〜14歳 12.0 ％ 6,725 人
15歳〜64歳 56.9 ％ 31,891 人
65歳〜 31.1 ％ 17,431 人

11 月末現在 ( 増減は前月末比 )

幸
の
国
健
康
館
ゆ
〜
か
む

おいしか

倶楽部
すくす

く

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー


